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ウシカタエリアカーブメータ

TI7ie ﾃツバイス
図面や図形測定の面倒を可龍な限り取り去っ

た最もすぐれたツールです。（特許出願中〕

直線図形は頂点の入力だけで面積と線長
が同時に測定できるエリアカーブメータ

座ったままでの操作を可能にした大型偏心ﾚﾝズ採用

エリアカーブメータの測定スピードと正確な測定結果は、トレースボイントマー

クの見やすさと操作性に大きく係っています。ウシカタのX-PLAN360は､トレ

ースレンズに大型偏心レンズを採用。レンズをどの位置においても、確実にトレ

ースポイントをとらえることができます。腰を浮かして、トレースレンズをのぞ

き込む必要がありません。いつでも座ったままで操作できます。しかも、ポイン

トモードと連続モードの変換スイッチ、ポイントモードの入力スイッチ、ともに

指先に位置しています。曲線と直線の複合図形も片手操作が可能です｡微小線長、

微小面積から長大図面まで、正確に測定できる画期的なエリアカーブメータ《X

プラン360》が、さらにスピーディで快適な計測作業を実現しました。

●画綴図形・曲線図形・回線曲雛混合図形の面硝、線畏を同時正確測定●スイッチONですぐ測定

できる原点スタート方式●聯分解能0.05m●測定範囲380m(上下)×10000伽Fi(左右）●コードレ

スの充電式(B時間充電でfO鱒間使用）●非荻金属製で軽くて堅牢、ノイズに強い●寸法160×367
×47廓(本体）●卿屋1.0kg(本体）

牛 方商昊肱
東京都大田区千鳥2－l2-7

ushikamTELO3(750m42代〒146
繁誌名ご記入の上、カタログをご請求ください。

’



11｡1186 536No.

［
函
９
由
Ⅲ

＜論鯉＞国際分業と日本林業の進路 ･熊崎実…2
山
守
笛
密
別
Ｂ
低
い
ｒ
も
宝
早
月
Ⅱ
〃
蒋
凸
、
堅
司
，
Ｌ
■
宝
日
Ⅱ
■
里
凹
凸
口
凪
■
ご
ｇ
”
■
し
目
序
と
５
型
Ⅷ
届
陣
亨
呈
偏
届
■
佃
晶
削
払
姻
凹
Ｎ
Ｈ
６
■
Ｈ
冊
■
心
凹
凸
蕊
■
図
‐
４
８
‐
１
１
風
画
岳
四
阿
晒
燗
“
洞
と
四
画
届
角
犀
咽
●
冊
叩
師
島
晒
阿
哨
Ⅷ
咽
早
‐
や
ｌ
‐
岡
仰
四
Ｆ
Ⅱ
旧
旧
Ⅲ
Ｗ
ｌ
ｌ
Ｍ
門
吟
旧
冊
ｌ
ｌ
Ｌ

目 次

ユーゴスラビアで開催された第18回ユフロ世界大会

ユフロ世界大会の概要…･………．．………………．．…松

ユーゴスラビアの森林･…･…………．.………………浅

井光端…8

川澄彦…10

先進国にみる林業助成制度 岡和夫…14

"白神山地森林施業総合調査”について 松井正…18

RESEARCH-全国林業試験．指導機関の紹介

53．京都府林業試験場．．………………………

54．大阪府農林技術センター……"…………
吉
西
●
。
田隆夫…22

村直彬…24

全国広葉樹く試験林・見本林＞の概況

Ⅳ、都道府県(その1）……..………． ･･26
●｡

山峡の譜

西ン谷一高度経済成長のころ(下）表紙写真

第33回森林・林業

写真コンクール

佳作

「ナメコ採り」

長野県栄村にて

宇江敏勝…32

私の古樹巡礼

21．川古のクス／22．速玉大社のナギ 八木下弘…34

暮らしの中の木竹工芸

8．笹野一刀彫…… 佐原雄次郎…36

長野県飯山市

大熊政彦(教員）

儀織今）
技術情報･……

農林時事解説･…･・

統計にみる日本の林業

林政拾遺抄､…．．…

31

38

38

39

本の紹介･……･……･．．…

こだま……･…･･……・・

JournalofJournais….……

林業関係行事一覧（11．12月）

40

41

42

44

激
第33回林業技術賞および第33回林業技術コンテストについての予告 46

1986.11



2

己m■■ロ｡｡｡字画■色｡｡●■●毎

論 嬉
‘-...-...----二弓宇.‐

国際分業と日本林業の進路

霊
崎

くま
ムヒ

貝屑

みのる

実＊

１
日
０
０
凸
Ⅱ
Ｕ

■
■
ｐ

ｂ
８
０

Ｂ
Ｑ
６

凸
０
．

■
Ｕ
ｑ

－
Ⅱ
Ｕ

Ｏ
Ｂ
■

ｂ
０
Ｕ

ｌ
Ｉ
ｌ
０

■
８
９

１
１

■
Ｂ
■

０
凸
■

■
１
９

■
Ⅲ
■

凸
Ⅱ
Ｕ

■
■
Ｕ

▲
Ⅱ
Ｉ

▲
Ⅱ
９

Ｏ
Ｂ
Ｕ

ｌ
８
ｌ
０

■
Ⅲ
■

ユ
Ⅱ
■

Ｏ
Ｂ
■

・
８
０

■
０
８

０
８
０
■
１
日

Ｏ
ａ
Ｕ

■
Ⅱ
■

■
■
■

０
■
■
■
８

６
Ｂ
且

自
■
９

１
日

■
Ⅱ
■

ｂ
■
Ⅳ

・
０
８

●
８
■

凸
８
９

Ａ
■
日

●
■
■

ニ
ー
Ⅱ

Ｑ
ｄ
ｇ

ａ
８
９

０
０
勺

凸
Ⅱ
Ｕ

■
■
８

■
Ⅱ
ｕ

６
Ｉ
Ｂ

■
■
Ｆ

■
Ⅱ
０

口
１
９

０
０
○

６
０
守

臼
Ⅱ
■

０
巴
耳

■
Ⅱ
１

１
８
年

凸
０
９

－
Ⅱ
Ｕ

●
■
０

。
■
８

凸
８
５

■
８
８

■
Ⅲ
■

■
■
■

＆
■
■

。
■
■

■
Ⅱ
９

■
０
句

０
■
Ｆ

Ｂ
８
０

●
１
４

▲
Ⅱ
Ⅱ

■
Ｏ
Ｕ

ｄ
０
Ｊ

Ｌ
Ⅱ
８

二
■
Ｉ

ａ
Ｈ
１

凸
６
８

■
Ⅲ
９

０
８

曲
Ⅲ
■

Ｉ
■

凸
Ｂ
■

二
－
９

分
６
■

阜
日
Ⅱ

■
■
■

《
■
日

△
■
Ｕ

ｐ
Ｉ
Ⅱ

国

■

■

。

■

■

■

Ｆ

■

■

■

■

《

■

Ｈ

ｇ

■
■
■
■
。

。
■
６
９

《

■

■

ｄ

Ｏ
Ｆ
ｑ

一
■
■
■

ｐ
－
６
Ｄ

《

■

８

９

』

■

■

で

■
Ｉ
Ｄ

ｆ
０
■

。
■
Ｂ
５

ａ
８
■

＆

■

■

■

＆

■

■

■

■

■

■

■

■
Ｕ
Ⅱ

。
■
Ｕ
■

。
■
■

＆
■
■

■
画
■
■

■
■
９
■

凸
■
日
？

。

■

。

■

一

■

ｑ

■

凸

Ⅱ

■

■

凸

■

■

■

●
■
■
■

。
Ⅱ
日
亘

■
■
■
■
一

■
■
■

。

■

■

■

各

凸

■

・

凸

■

■

■

▲

Ⅱ

■

■

＆

■

■

■

▲

■

■

■

■
■
■
■

Ⅱ
Ｕ
ろ

■

■

■

■

。

■

■

巳

■
Ｕ
■

ｇ

■

■

■

■
■
■

■

■

■

■

＆

■

■

■

凸
■
■

色

Ｂ

Ｂ

Ｂ

。
■
■
Ⅵ

。

■

Ｕ

■

《
■
■
■

。
Ｔ
Ｏ
■

凸
■
■

■
■
■

■

■

日

■

■
■
■

』
■
日
巳

＆
■
■
■

且
■
■
■

■
■
Ⅱ
Ｂ

“
■
Ｕ
Ⅱ

■
■
画
■
■

■
■
■

■
８
８

召
■
■

。
■
且

■
Ⅱ
ｑ

凸

■

■

■

。

■

■

■

４
Ⅱ
Ｂ

Ｇ
９
日

■

Ⅱ

■

句

■

■

■

■

■
■
巳

●

■

Ｕ

４

《

■

廿

巳

■
８
８

．

口

■

■

■
■
■

■
■
Ｂ

ｈ
８
Ｕ

■
Ｕ
■

■
日
日

０

口

■

巳

。

■

■

一

一

■

■

■

‐

■

Ｂ

■ｌｌｌｌｌｉｌｌｌｌｌｌｌｌＩｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＩＩｌｌｌｌｌｌＩＩＩＩｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

この4半世紀ほどの間に「経済のグローバリゼーション」が予想以上の早さで

進展した。その背景としては，まず第1に輸送手段や情報伝達手段の発達で地球

が実質的に狭くなったこと，第2にGATTやIMFのような貿易・資本の自由

化を進める国際的な枠組みがまがりなりにも作られたこと，そして第3に国際金

融資本市場の発展や多国籍企業の活動により国境の区分が形骸化しはじめている

こと，などがあげられている。その結果，各国の相互依存関係が著しく強まり，

国際的な分業関係が促進されることになった。

経済の急速なグローバリゼーションにより，各国は産業構造の再編というやっ

かいな国内問題を抱え込み，対外的には貿易摩擦に代表されるような国家間の抗

争に直面しているが，全体の流れとしては，国際協調を基軸にして国際分業をさ

らに深化させることになるであろうﾕ>･日本に関していえば，先端的な工業製品

の生産に特化し，第一次産品は輸入するという方向をますます強めていく可能性

がある。このなかで林業はどのような道を歩むことになるのであろうか。

数年前に経済審議会が出した『2000年の日本一国際化，高齢化,成熟化に備

えて』によると，わが国は西暦2000年までに人口1人当たりの実質GNPにお

いてアメリカを追い越すと予測している。この予想が正しいとするなら，日本の

実質賃金はやがて世界一になると考えねばならない2)。世界一の高賃金に耐えら

れる林業に変身できるかどうかが重要なポイントになると思う。

もともと，わが国の土地産業は労働集約的な性格が強い。狭い国土で多くの人

口を養うには，何よりも単位面積当たりの収櫻量を増やす必要があったからであ

る。林業においても，スギ，ヒノキの人工林造成などでは，世界に類を見ないほ

ど大量の労働力が投下されているが，それを支えていたのが，「木の文化」のも

とでの相対的に高い木材価格と，農山村の過剰就業人口を背景にした安い賃金で

あったとみてよい。ところが今では海外から安い外材がどんどん入ってくる。お

まけに賃金も世界一のレベルに近づきつつあるとなれば，わが国林業の存立条件

が大きく崩れてきたことになる。

むろん，日本の林業全部が駄目になるというわけではない。林業の主産物であ

る木材にはいろんなものが含まれているし，その生産のしかたにもさまざまなや

り方がある。国際分業の原則は木材生産の分野にも当然波及してくるであろう。

経済のグローバリゼ

ーション

1）宮崎義一『世界経済を

どう見るか』岩波新瞥，

昭61

2）最近の円高で製造業で

の賃金はすでに世界で最

も高くなっているという

指摘もある

＊林業試験場経営部

経営第一科長
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図･1アメリカにおける実質生産者価格指数（1800-1982,1967＝100）
出所iDuerr(1985)P.44-1

木材利用や木材価格についての長期的な展望を踏まえてわが国の林業が特化すべ

き方向を明確にしなければならない。まず木材価格の長期動向から見ていこう。

ヨーロッパやアメリカでは，製材用原木の価格は上昇を続けるという見方がか

なり多い。事実，一般物価の変動を除去した製材品の実質価格指数は，過去1世

紀ないし2世紀にわたって確実に上昇している。図｡1はアメリカの林業経済学

界の大御所,W.デュア氏の近著3》から取ったものだが，価格動向における製材

品と紙・パルプとのコントラストはまことにあざやかである。前者は，1800年か

ら1982年の間に20倍にもなった。しかもその上昇のしかたがコンスタントで，

平均年率に直すと1.5～2％になろう。その一方で紙･パルプでは1890年から

1982年まで実質価格の傾向的な上昇はなく，ほぼ横ばいで推移している。

こうした差が生じた原因の1つとして，製材業での労働生産性の伸びが紙パル

プ産業のそれよりも低かったことが指摘されている。しかし第2次大戦後に限っ

ていえば，アメリカの製材業は民間非農業部門の平均とほぼ歩調を合わせて生産

性を伸ばしており，目だつほどの遅れをとっているわけではない。デュア氏によ

ると，労働生産性によって左右されるのは労働コストだけであり，それ以外のコ

スト要因，特に立木価格の動きに注目すべきだとしている。

図･2に描かれているのは，アメリカの国有林から払い下げられた製材原木(立

木）の実質価格である。見られるとおり1910年から1983年までにダクラスファ

木材価格の長期動向

3)W.A.Duerr,Forest･

ryEconomicsasPro-

blemSolving,Oregon

StudentBookStore'

1985

林業技術No.5361986.1]
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出所：図・1と同じ,P.44-7

イ 〆

唖
、

、
、

０
８
６
４
３ ＜図･2アメリカ国有林における製材用材の実質販売

価格

(1910～1983,MポードフィーI､当たり1967年ドル）1111111

|9001920194019601980 出所：図・1と同じ,P.44-4

もサザンパインもかなり急な上昇を記録した。年平均の上昇率でいうと5％ない

しそれ以上に癒るであろうbこれが製材品価格を引き上げる一因をなしたであろ

うことは容易に推察される。他方，パルプ原木では立木価格の動きがずっと安定

的であった。長期をカバーする適切な統計がないため，やや断片的なデータに頼

らざるを得ないが，図･3によると，過去20年間にわたってパルプ原木の実質価

格はどの樹種もだいたい横ばいで推移している。これが紙パルプ価格の安定に寄

与していることはいうまでもない。

資源の希少性と木材ところで，立木価格がなぜ上がるかといえば，原木がだんだん「希少」になっ

価格てくるからである。製材原木はパルプ原木に比べて資源的制約を受けやすい。挽

板や挽角の取れる丸太は一定以上の太さとある程度の通直さを備えていなければ

ならない。特にアメリカなどで製材用原木といえば末口径40cm以上の丸太を指

す。森林資源に恵まれているとはいえ，良質の大径木は北米でもしだいに少なく

なり，入手しにくくなっている。また二次林や人工林が役に立つようになるまで

には長い時間を要するだろう。現在残されている良質の原木に希少価値が出てく

るのはあたりまえのことだ。

しかるに，チップやパルプの生産は原料となる木材の形質をあまり問わない。

つまり利用可能な資源基盤がずっと広いのである。加えて伐採した後の資源の再

林業技術No.5361986．11



生が容易であり，広葉樹などでは天然の萌芽更新で十分だ。いずれにしてもパル

プ原木が希少化する可能性は製材原木よりもはるかに小さいであろう。

先進工業国における木材利用の歴史を振り返ってみると，木材をそのままの形

で使う製材品などの生産が相対的に縮小し，木材をバラバラにして使うパルプや

ファイバーボード，パーティクルボードなどが増加している。あるいは木材の生

地を生かすにしても，合板や集成材のようなものが増える傾向にある。木材加工

技術のこうした展開の裏には，利用しうる木質材料の範囲をなるべく拡大し，希
わな

少性の罠から逃れようという意図が絶えず働いていたと見ることができよう。

木材をムクのまま使わないでバラバラにして利用することを，デュア氏はpul-

verization(粉細化）と呼んでいる。木材を細かくほぐして再椛成するとなれ

ば，素材自体の大きさや形質はあまり問題でなくなってしまう。加工する場合も

原料が細かくなっていたほうがオートメーションによる連続加工がやりやすい。

加工のためのエネルギーコストが大幅に上昇しないかぎり，木材利用における

pulverizationはさらに進み，製材品価格の上昇を押さえる方1句に働くと思われ

る。

しかし良質の製材原木の需要が全くなくなるとは思えない。天然のままの木材

に対する指向は依然として強く残るであろう。所得水準の上昇とともに，多くの

人々が本物には高い価格を支払ってもよいと考えるようになるかもしれない。た

だし，本物の良さを評価してもらえるのは，おおむね「見えがかり」材に限られ

る。外からは見えない「見えがくれ」材の場合は，強度条件さえ満たしていれば

何でもよいということになり，ボード類や非木質系資材によって簡単に代替され

る可能性がある4)。とすれば，資源の希少化に伴う価格の上昇も起こりにくくな

ろう。

アメリカの製材原木は，すでに触れたように，おおむね大径材であって，わが

国の国産材製材工場が挽いているような細い丸太はあまり使わない。製材原木な

ら何でも値上がりすると考えるのはむろん間違いである。早い話が，日本の立木

価格は過去十数年来横ばいから下落の推移をたどってきた。この動向もアメリカ

の歴史的経験と同様に興味深い。

わが国で特徴的なのは木材が伝統的に不足ぎみであったため，立木価格がかな

り以前から高いレベルに張り付いていたことである。この高い立木価格が植林活

動を活発にし，1000万I職に及ぶ人工林の造成をもたらすのだが，細い丸太が製

材に広く使われていた関係で人工林蓄積が増えはじめると，比較的早い時期から

製材原木の希少性が緩和され，立木価格を押し下げる方向に働きはじめたと見る

こともできよう。それが，たまたま安い外材の流入や木材代替品の広汎な進出と

重なったために，立木価格の全般的な下落が生じたのである。

しかし，製材品や原木の段階で樹種，規格，品等による価格差が目だって拡大

していることに注意しなければならない。総じていえば,「見えがかり」材と「見

えがくれ」材との差がどんどん開いている。また前者の中にあっては，品質のわ

ずかな差が価格面で大変な開きをもたらすようになった。例えば，表･1に示し

5

4）「見えがくれ｣材の場合

でも，すぐれた物理的特

性によって本物が高く評

価されることは十分にあ

り得る。「見えがかり」

「見えがくれ」の二分法

は，どのみち粗っぽい単

純化と解されたい

木材価格の分極化現

象

林業技術No.5361986.1]
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表･1尾鷲ヒノキ3m×10.5cm角の品等別価格差

特一等を1mとする指数（掻坂木材市場） 価
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図･4木材利用の構造

た尾鷲ヒノキの製材品の場合，節のある柱材（特一等）と最高級の四方無節の柱

材との価格差は，1960年当時約3倍におさまっていたのだが，1985年にはなん

と12倍にもなっている。

いささか乱暴な単純化であるが，木材需要の構造を図｡4のようなピラミッド

で模式化してみた。この三角形の高さは原木の価格を表し，横の幅は数量を表す

と解されたい。将来はおそらく一部の希少材の価格が上昇して高さが上に伸びる

だろう。しかし高い価格のつく「見えがかり材」の需要にはどうしても限りがあ

る。量的な増加が見られるのは価格の安いチップ材やパルプ材のほうだ。高さと

底辺がともに伸びるとすれば，図の三角形は裾が広がって急速に細っていく尖塔

のような形に変形していくはずである。

日本林業の将来 ところで，スギ・ヒノキを中心としたわが国の人工林は製材用材の生産をねら

ったものだ。しかし，上述の需要構造の変化を想定すると，人工林材の大半は

「見えがくれ」の製材品に加工されることになるだろう。さらにその全部をさば

ききるにはかなりの部分をチップ・パルプ用に振り向けなければならなくなるか

もしれない。これらの用途では質よりも量的なまとまりが重視され，安い外材や

代替材とまともにぶつかり合う。残念ながら，わが国の林業は現在とりわけ不利

な条件下におかれている。石油，鉄，木材などの一次産品の需給が世界的にゆる

んでいるところへ，円高が急速に進行した。そのため外材や代替材の国内価格が

下がり，国産材はますます太刀打ちできなくなっている。

こうした条件下で無理に生産コストを引き下げようとすると，略奪的な森林伐

採や更新の放棄を招来しかねない。これまで一生懸命育ててきた造林地をこんな

ふうにして壊してしまうのは，もったいない話である。多くの林業経営がそうし

ているように，今の時期に伐り急ぐことはないであろう。主伐をなるべく控え

て，林木を自然の力で太らせながら，事態の好娠を待つというのが正解だと思

う。この間，外材の輸入に頼ることになるけれど，日本の消費者は外国産の木材

を安く買うことができ，かつ国内の森林には将来消費しうる木材が貯蓄されてい

ると考えれば，プラス面も決して小さくないはずである。

u休業技術No.5361986



個別経営のサイドでは，収穫する林木の平均径級が大きくなることで伐出コス

トを引き下げることができ，材質も改善される。したがって，立木価格の上昇が

期待できよう。わが国の場合，高く売れる「見えがかり」材が生産物の中にある

程度含まれていないと，林業経営が成り立ちにくい。集約な保育管理によって比

較的短い期間に均一な高級材を生産する方式もあるが，なるべく手間のかからな

いやり方で高く売れるものの割合を増やすとなれば，皆伐を回避しつつ長伐期に

もっていくのが最善と思われる5》・

中部ヨーロッパに見る長伐期，高蓄積，非皆伐の森林経営も高齢良質材･の生産

を目標にして成立したものであり，それは自然保謹，環境保全の観点からしても

好ましい経営方式とされている。目標とすべき理想型といえるであろう。ただし

これが実現するためには，国産の良質の木材が高い値段で売れるようなマーケッ

トを何としても確保しなければならない。また林業経営の側では，多くの収入が

得られないまま森林づくりを続けるという途方もない忍耐が要求される。これを

思うと大変な難事のように見えるけれど，わが国の経済力をもってすれば，決し

て不可能なことではない。

一次産品を海外から輸入し工業製品を輸出することでわが国は世界屈指の経済

大国となった。しかし国際収支に大幅な黒字が出て貿易摩擦を引き起こしてい

る。外国からは国内需要の拡大を求められているものの，消費と投資が思うよう

に伸びない。こんなときにこそ，稲田職一氏が指摘しておられるように6)，環境

改善のための支出を増やして，経済成長の過程で低下した環境水準を回復するチ

ャンスである。財政支出の削減が求められている昨今ではあるが，森林づくりの

長期的な青写真を国民の前にしっかりと示すことができるならば，十分納得して

もらえると思う。しかも金額的にはそれほど大きくはならない。わずかな支出で

多くの森林が破滅から救われ，豊かな高蓄積の森林に改造されていくのである。

貿易の自由化と国際分業で生じた国民経済的なプラスの一部を打撃を受ける産

業に振り向け，その痛みを緩和すべきだという論議もよく聞かれるが，森林造成

への助成は国民的な資産の形成にかかわるものであり，「見舞金」以上の重要な

意味をもっていることに留意すべきであろう。

＜完＞

7

5）詳しくは，拙著『転換

期の林業経営一長伐期

林業への道』林業科学技

術振興所，昭60,を参照
されたい

6）稲田献一『環境と経済』

斑境研究No.51,昭59

林業技術No,5361986.1.］
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ユーコスラビアで開催された

第旧回ユフロ世界大会

ユフロ世界大会の概要

松井光壗

本年9月7日より21日まで，ユーゴスラビア国リュ

ブリャーナ市で，第18回ユフロ世界大会が開かれた。

早いもので，京都で行われた第17回大会から5年目

にあたる。ユーゴスラビアは東欧圏に属するが，北をオ

ーストリアに，西をイタリアに，南はアドリア海に桜

し，最も西欧に近い国といえる。同国は社会主義連邦共

和国で，6つの共和国と2つの自治区から成る。会議の

開かれたリュブリャーナ市は，スロベニア共和国の首都

で，人口約30万人の落ち着いた大学都市である。町が

形成されたのは中世といわれるが，町の建物はバロック

から始まり，ゴチックを経て近代的なものまであり，建

築を志す学生の良い教材に満ちているという。学生町の

せいか，経済体制のせいか，本屋が多く，美しい写真の

入った学術書は驚くほど安く，日本から参加した諸先雄

方は盛んに本屋歩きをしていた。

計画経済国の常として，宿に落ち着くまでは苦労が多

かったが，町は美しく，町を少し出ると立派な森林や広

広とした牧草畑が気分を柔らげてくれる。割り当てられ

た我々 の宿は，会議場から50畑離れたブレッドという

町であったが，美しい氷河湖と，これを囲む巨木群や古

城の美しさは絡別であったが，朝早く出かけ，夜遅く帰

ってくる会場通いで，せっかくの風景を楽しむ時間もな

かったのが残念だった。それでも毎日の往復で森をくぐ

り，牧野やトウモロコシ畑を横ぎる道は，心を楽しませ

てくれるものであった。

会議への参加登録は,例によって混雑を極秘た。74カ

国から2,000人を超える参加者とあっては無理もない。

日本からは同伴者を含め100人を超える参加で，おそら

くは，米国を上回る人数と思われる。前大会がよい刺激

となって，若い研究者の参加が多かったことは喜ばしい

林業技術No.5361986.11

国際会議場に掲げられたユフロ雄とユーゴスラビア国旗

ことだが，「円高は強いね」などと皮肉られたことも事

実であった。

8日の開会式は,Cankarjevdomという立派な国際

会議場の大講堂をうずめて行われた。ユフロ会長のD.

ムリンシェク教授の司会で，吹奏楽の合図で始まった。

会長は，世界の森林の現状を述べ，対策樹立のためには

森林・林業についての幅広い基礎研究が必要であること

を強調した。また，各国の情報交換をさらに強化するこ

との必要性を強調した。これは，東欧圏諸国の秘密主義

に対する不満が表明されたものと感ぜられた。続いて，

ユーゴ連邦の協議会議長，リュブリャーナ市長の挨拶が

あり，ここでひと息入れて，パイプ・オルガンが日本のメ

ロディーからユーゴスラビア国歌へとメドレーされる。

次いで，第18回のユフロ大会のために作曲された“森

林”が演奏され，会場は暗転して，緑のラプソディなる

バレー風ソロダンスが演じられた。日本大会の閉会式

で，次期開催国に決定されたユーゴの風景のスライドを

映写したのにこたえた演出と受け取れた。

会場はまた元の状態にもどり，大会組織委員長の挨

拶，会長の林業研究の将来，前会長W.リーゼの林産研

究の将来の講演があり，最後に，ユフロ学術賞が女性1

人を交えた9人の若い研究者に授与された。日本の箕輪

光博氏もその1人で，日本からは前大会に続いて2人目

となった。

英・独・仏語の同時通訳は，各チャンネルの音戯稠節
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宣 (抄訳）大
《
室 言

各国政府，国際協力機関は，森林の社会経済的重要

性を認識し，資源管理のための適切な保続的システム

の研究・開発を促進し，その成果の適用を図る必要が

ある。また森林破壊，潔境汚染に関連した社会的・政

治的・経済的な諸問題を早急に再検討すべきである。

林野庁，林業技術者は，特に熱帯での森林破壊，温

帯での環境汚染に関する適切な研究の必要性を認識

し，研究者，普及担当者と協力して，社会経済的およ

び環境的な林業上の問題解決に役だつような科学的成

果の移転に努める必要がある。

研究機関，教育機関は，研究の効果を評価する方法

や研究課題の優先度を決める方法を開発すべきであ

り，また研究者が適切な研修を受けたり，正当な見返

りを受けうるように配慮する必要がある。加えて，林

業の研究が，食種,木材,エネルギーに対する需要の増

大にこたえ，また人類の環境を改善するために，人類

が直面している主要な問題に向けて計画されるように

図るべきである。

ユフロは，森林破壊や汚染が人類にもたらすおそれ

のある影響を認識し，発展途上国のための特別計画*ユ

を拡大するとともに，汚染の原因，影響，総合的管理

についても専門を超えた計画を確立すべきである。

新しいユフロの計画*2および現行の各研究グループ

は，前記の2つの問題のグローバルな意義を認識し，

また適切な他の研究組織と協力して，各種の情報を収

集・総合化し，またモーターするための標準的方法を

確立し，短期的には森林を健全に保つための管理方法

を検討し，長期的にはそれらの原因と影響についての

研究を開始すべきである。そして，こういった問題が

まだ表面化していない国への関連性を検討するととも

に，政府，一般大衆に知らせる必要がある。

，瓢:1981年9月の京都大会での勧告に基づき，1983年7月

以来ユフロカ弛めている発展途上国の林業研究推進計画

極前項の計画と，本大会でつくられた大気汚染のための新

プロジェクトを指す

かかわり，・大気汚染物質の沈讃問題，・林業とエネル

ギー，などであった。これらの課題は，部会内でも討議

のテーマとなっているものであるが，大会のように各部

会が全部集まる磯会に広い視野から討議を行うのは，大

会にふさわしい企画といえよう。

第一の課題は，途k園問題であり，特に社会学・経済

学分野の研究の重要性が述べられるとともに，南米やア

フリカにおいても技術研究が着々と成果を上げつつある

例が，特に人工林造成問題について報告された。問題

は，社会経済状態との整合性と，これら成果を上げた情

報の伝達の方法にあるといえよう。

このほか熱帯林問題については，部会でモクマオウに

ついて相当幅広い研究の進展があることが紹介され，カ

リピアマツやユーカリなど，外来樹の大面穣造林に対す

る懸念が広がりつつある現状から考えると，頼もしく感

ぜられた。また，熱帯林の天然更新は経済的に不利だと

されているが，部会の研究会ではアジア，アフリカ等に

おける天然更新に関する研究や，天然林施業に関する報

告が活発に行われたのは，非常に心強く感じられた。も

ちろん人工造林技術についても多くの報告があった。特

に中南米については,FAOでまとめられた文献集の紹

介があり，研究の今後の進展が要請された。

部門間研究会は，それぞれ並行して進行したので，出

林業技術No.5361986,1].

力苗うまくいかず，非常に聞き取りにくく，ついにイヤホ

ンを取りはずして，英語の話だけを聞くはめになってし

まった。

研究会は，各部会ごとの経過報告や将来計画，人事な

どを含んだ事務的な打ち合わせや，テーマごとの研究会

が精力的に行われたが，多くの会議室に分かれて進行し

たことや，各会議室でも日程上時間に追われて原稿を読

むだけで討論の時間が少なく物足りないとともに，限ら

れたテーマにしか出席できないのも寂しい。やはり世界

大会は，各国から集まった多くの研究者たちに直接会っ

て，意見交換ができることに意味があるといえるだろ

う。

その点，ポスター展示による説明は，説明する側にも

これを見たり聞いたりする側にもメリットが多い。今回

は約600点のポスター展示があり，にぎやかであった。

森林レクリエーションからバイオテクノロジーに至る，

非常に幅広いものであった。特に，組織培養による養

苗，すなわちマイクロプロパゲーションについて針葉樹

を含めいくつかの発表があり，この分野の進歩の速さに

驚かされた。

研究会のほうは，現会長の意向もあって，各部門間の

合同研究会がいくつか企画された。・社会経済発展のた

めの林業研究，・木材資源の質的変化と将来の発展との



10

大会には74カ国約2000名が参加した鰺加登録会場）

席は思うにまかせなかった。大気汚染物質については各

国とも関心が高いが，森林に対する影響については，い

ろいろ研究の進展はあるものの，その基礎になる汚染物

質のモニタリングが十分に行われないことが重大なネッ

クになっているようだ。東欧諸国が実態の発表をおさえ

ていること，および研究会のメンバーとしての活踊にも

制限があるらしいことなど，国際的な研究の難しさが舞

台裏での話題となった。日本の研究者の協力も要請され

たが，研究そのものの協力は今までも職極的に行ってい

るが，世話役としての活躍は，地理的な関係もあり，難

しいのが実情である。

野生生物について，途上国では食樋資源として，先進

国としては生態研究の対象として重要な研究項目となっ

ているが，今まで遅れていた日本の研究も京都大会以

後，着実に進展しているとの舞台製での評価であった。

今大会で，ユフロの役員は大幅に交代することとなっ

た。次期会長は，アメリカのバックマン教授，副会長は

マレーシアのサレー林試場長，理事の一人に日本の小林

富士雄氏が選ばれた。長い間ヨーロッパ中心に迎営さ

れてきたユフロも，太平洋側に少し比重が移ってきたよ

うな気がする。日本への期待も高まっていくだろう。次

期開催地は，カナダのモントリオール，時期は4年後の

1990年と決定した。

今期執行部は，京都大会での決定に基づき，熱帯林研

究により重点を置くことに努力してきたが，この5年間

にアフリカ，アジア，中南米につき，重点緊急研究課題

の設定に努めて，大きな成果を上げてきた。次期はこれ

らの成果に基づいて，執行部に熱帯林研究調整委員会を

設けるとともに，3地域に研究調整，悩報交換のための

コーディネーターを1名ずつ配置する案が認められた。

これら委員会やコーディネーターは実行機関ではない

が，事務費は各国の民間・半民間機関からの援助に瓶ら

林業技術No.5361986.11

なければならない。もちろん，民間団体としてのユフロ

の性格を超える組織であってはならないので，その運営

には悩重さが求められるが，途上国の研究開発にはもっ

と自助努力が必要で，その促進の役割を果たすことにな

ることを望みたい。

ユフロは，西欧諸国を中心とした温帯における伝統的

な林業研究が中心で，研究グループも細分化されてい

た。最近は地球規模の森林問題が大きくクローズアップ

され，研究グループの編成替えの時期にきているように

思われる。我々も大いに関心を払っておく必要があると

思われる。

大会は，大会宣言を採択して，閉会式を終了し，16

コースに及ぶ現地見学旅行へと出発して行った。

（元林業試験場場長・日本林業技術協会顧問）

ユーゴスラビアの森林

浅川澄彦

エクスカーションの紹介を中心に，ユーゴスラビアの

森林について書くようにとの注文をいただいた。筆者が

参加した第8コースは，“ユーゴスラビア北部における

アルプスと低地の間の森林と林業の断面一造林，経

営，森林作業における研究と実際，というテーマなが

ら，スロベニア共和国の一部を5日間見ただけで，羊頭

狗肉になることは避けられないが，若干の前置きを付し

て責を果たしたい。

ユーゴスラビアの国土面積は2,558万ha(わが国の

約68％)，林地は912万l,a(国土の36%)で，その3割

が私有林，7割が公有林とされている。森林の現況は地

域によってかなり異なるが，連邦全体で見ると2/3はよ

く保全されており，1/3は薪炭林として，あるいはカル

スト地方（アドリア海沿い）に見られる荒廃林地のよう

に収奪が著しいといわれる。また地形的に見ると，3/4

は山岳林で，1/4が内陸平地林という。ユーゴスラビア

は天然生林の国ともいわれ，またブナ林の国ともいわれ

る。針葉樹の割合は，最も高率のスロベニアで55影，

最も低いセルビアはわずかに7％，平均では29影であ

る。蓄穣は約11""で，ヨーロッパでは第5位，年伐

採量は2,260万nf,その3割が針葉織7割が広葉樹と
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蓄載中の針

瀞
蓄積
葉樹の割合(m3/ha)
（％）

林地

(溌）
53.3(53）

45,1(66）

59.2(67）

92.9(40)

35.3(26）

事業休窮

ブレッド

ナザリエ

スロベン・グラデツ

マリポール

ムルスカ・ソポタ

８
０
９
９
２

７
８
８
５
４
↑

46

62

57

64

72

225

208

234

212

132

（注）私有林の％は，林地に対する割合

事業体の中で総合的に管理運営されているところもあ

る。当コースでは毎日1事業体，合計5林業事業体の管

内を訪ねたことになるが，それらの概況は次のとおりで

ある(表参照)。

第1日：全コース8時会議場出発ということで，迎え

のバスであたふたと駆けつけたが，ガイド役らしき人も

はっきりせず，どれが自分のバスかと右往左往する参加

者が多い。やっとみつけたNo,8のバスに乗り込んだが

動きだしたのは8時45分であった。第8コースは結局

13名，宇部宮大学の笠原教授，吉沢助教授もおられて

ほっとする。この日は有名なリゾート，ブレッド湖に近

い林産事業体の工場見学が最初であった。主要製品のド

アを年間25万も生産している工場であるが，あいにく

休日で森閑としていた。10時すぎ一巡しおわると，ウ

ィスキーグラスのスリポウカで歓迎された。スリポウカ

は無色透明のプラムブランデーで，大会中のパーティー

でもたびたび出たし，エクスカーション中もほとんど連

日付き合わされた。この国の乾杯用の飲物らしいが，ま

ことに強烈である。しかしオープンサンドなどを食べな

がら飲むとなかなか味わいがある。

次の見学は，ブレッド林業事業体管轄のポクリューカ

である。およそ4,500haというこの公有林は，長いこと

教会の管理下にあったためによく保全されてきたとい

う。ドイツトウヒを主とする美林で，レクリエーション

の場ともされている。錐者は1982年4月の末にここを

訪れたことがあるが，その折はまだ雪が1mも残ってお

り，寒風が吹きつける無人の山小屋の前で，震えながら

説明を聞いたことを思い出した。標高は800～1,400m

であるが，1年の半分は雪に埋もれているところであ

る。樹齢がそろった人工林のような林相のところが多い

（写真･1）が，風倒跡地や択伐されたあとにはみごとに

天然更新している。きびしい気象条件で生育期間が短い

ことから，材衝はとびきり上等だという。平均蓄職は

370m3/ha,生長雌は8.6111p/haとされているが，価値生

長を高める保育指針も説明された。
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ユーゴスラビアの森林型

エ：常緑カシ，Ⅱ：アサダ・シデ，Ⅲ：ヨーロッパブナ・ヨ

ーロッパモミ・プラタナス，Ⅳ：シデ・カエデ,V#カエデ

・ナラ類，Ⅵ：ナラ類・シデ，Ⅶ：バルカンプナ（シデ，カ

エデ，ナラの種職成は地域で異なる）

共和国〔1：スロベニア（リュブリャーナ)，2：クロアチ

ア（ザグレプ)，3：ポスニア・ヘルツェゴビナ，4：セル

ビア（ベオグラード)，5：モンテネグロ，6：マケドニア〕
自治州〔7：ポイボディナ，8：コソポ〕

されている。

ユフロ大会の機会に刊行された『ユーゴスラビアの潜

在自然植生』によると56の森林型に分けられているが，

大きく7区分されている（図参照)｡経済性の商い樹種と

しては，山岳林ではドイツトウヒ，ヨーロッパブナ，ヨ

ーロッパモミなど，サバ川，ドラバ川（いずれもドナウ

川の支流）に沿った森林ではナラ類が挙げられる。

プログラムには20コースのエクスカーションが載っ

ていたが，結局16コースだけが実施されたそうである。

“育種”をテーマにしたNo.4はバス2台で出発したが，

たった5名というコースもあったそうで，大会参加者が

史上最簡であったわりにはエクスカーショソへの参加は

少なかったようである。コースの紹介の前に，スロベニ

ア共和国の森林管理のしくみについて簡単に述べたい。

森林管理の組織は共和国によって多少異なるそうであ

るが，14地域からなるスロベニアでは各地域にforest

enterpriseがおかれている。日本流にいえば林務署と

いったものであるが，それぞれのenterprise(以下事

業体と訳す）は独立に，管轄地域内の公有林，私有林を

含めて森林計画をつくり，公有林について事業を実施す

るだけでなく，私有林についても所有者が希望すれば事

業を代行するしくみとなっている。なお，ほとんどの地

域で製材・木材加工などのいわゆる林産部門は別の郡業

体で運営されているが，スロベン・グラデツのように1



12

写真･1ポクリューカの天然生ドイツトウヒ林

このポクリューカ高原にいくつかの泥炭湿原があるら

しいが，これらはヨーロッパとしては最南端に位置する

ものという。この日のコースの最後に，この地域で最大

の湿原に立ち寄ったが，そこで花粉分析による地史的研

究の結果が紹介された。ドイツトウヒ林が遠巻きにする
iユム<

湿原の中に舸甸状のマツが局部的に群生しているが，こ

れがムゴマツ(P"z@s"2"go)であった（写真･2)。

ポクリューカに着いて間もなく，概要説明のあと野外

のベンチでふるまわれたのが昼食かと思っていたが，4

時少し前，ユーゴの最高峰トリグラウ(2,863m)を望

む山小屋（担当区事務所？）でランチが出た。エクスカ

ーションの5日間で感じたのは，この国ではランチは昼

食と訳せないことである。

午後5時，山4壜をあとにし，ブレッド湖畔の崖壁卜

にある古城で，民族衣裳を着けた少年少女のダンスを鑑

賞，わずかに暗くなりかけた湖をしばし見下ろしたの

ち，バスで再びリュブリャーナに向かう。まことに購い

たことに,着いた宿は,その日の朝あわただしくあとにし

たホテルで，こんなことなら重い荷物はここに預けてお

けば楽だったのにと，手はずの悪さにはおそれいった。

第2日：ナザリエ事業体の森林は急峻なアルプスの山

腹に位置しており，淡緑色の牧草地が美しく組み合わさ

れている。写真などで見るスイス・アルプスの景観とよ

く似ている。小さなマイクロバスに乗り換えて最初に訪

れたのは，標高800mの斜面にある農家である。このあ

たりの腿家の所有面積は20～80haというが，この家は

4211a,林地が32haで;,1011aの牧草地では12～15頭の

家畜を飼っている。労働量の7割は農業（牧畜を含む）

にかけているが，年収の47％は林業つまり196”の

木材から得ているとのことであった。

ここで木材を売った場合の収入がどのように配分され

るかが説明された。紹介された事例では72％が森林所
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写真･2泥炭湿原に群生するムゴマツ（外周に見え
るのはドイツトウヒホp

､躯

却

毒
』
鯉

写真･3昔の林業作業のデモンストレーション（中
央が，上下2人で丸太を挽く仕掛け）

有者に，28％が事業体にいく。前者の17.5％，13.7％，

15.9％はそれぞれ伐採,集材,運材の経費で,結局52.9影

（販売価格の38％）が利益となっている。一方後者は，

15.2％が計画作成，38.8％が保育管理，27.9影が林道な

どの整備，18.1％は間接経費とされている。これは事業

体が技術的な援助を行っている一例であるが，伐採，集

遮材まで一切を事業体に依頼することもあれば，まった

く所有者が単独でやる場合もある。後者の場合でも売上

げの14％は国が取り立て，林業のための特別基金とし

て積み立てられるという。どのようなことに使われるの

か詳しく尋ねる機会がなかったが，コースリーダーの話

だと，ユフロのエクスカーションにもこの埜金から補助

が出たという。また森林所有者の取り分について，少な

くとも売上げの5影は所有者に渡るしくみだと聞いた。

もう1軒の農家を訪ねたあと，ルーチェという林業の

村に着いた。ちょっとした広場に人だかりがしていると

思ったら，古い林業作業のデモンストレーションが準備

されていた。上下2人で丸太を縦に挽く仕掛け（写真

･3）や特殊な手ナタで材をはつる作業，川に丸太を落と



し込む仕掛けなどが，わざわざしつらえたスチールギタ

ー風の楽器による伴奏つきで紹介され，すぐ脇につくら

れた丸太4渥では，木こりが食べるソバ粉を練ったよう

な食物がふるまわれた。

雛3日：スロベニアの中で最右翼の事業体スロベン．

グラデツでも，ハイライI､の一つはアルプスのアグロフ

ォーレストリーで,森林と牧場が組み合わされた美しい風

景をたんのうしたが，こんな山間に大気汚染の被害があ

ると聞いて驚いた。その朝の出がけに，直径30mは下

らない巨大な数本の煙突がものすごい煙を吹き上げてい

る火力発電所のすぐわきを通ったが，そこだけで年間

400tものSO2を放出しているとのことで，最近ではド

イツI､ウヒや広葉樹まで影響を受けているという。

第4日：マリボール地域の北西部はアルプスの続きで

あるが，マリボールの町から東は丘陵にかわる。この日

はまず町のすぐ北西にある林産事業体の工場を訪れた。

'0万1，3を処理する製材工場と加工工場が併設されてい

る。家具は椅子が主要製品だとのことであったが，展示

場には各種のキッチンセット，応接セットの見本も数多

くあり，また主に1家族向けのプレハブハウスも生産し

ている。案内された平屋建てのモデルハウスは優に,00

1nF以上あったが’諸物価が安いとはいえ300万円という

価格はうらやましく思われた。

このあと林業事業体の見学に移り，丘陵の中を少し東

に走った所の1軒のレストランの前で下車，13人では

ややおもはゆい“ようこそ世界のフォレスター”という

横断幕をくぐった。ここで森林官らしい服装の所長さん

（？）から管内概要が説明された。コースリーダーが一

生懸命通訳してくれたが，この所長さんは訳されている

英語はよくわかっており，御意に召さないとすぐクレー

ムをつけていた。文句をいうくらいなら自分で直接やれ

ばよいのにと思うが，おもしろい場面であった。

このあと約3時間にわたって丘陵地帯の主に広葉樹林

施業を見せられた。この事業体には大変絵の上手なフォ

レスターがおり，はじめに紹介もされたが，行く先々，

みごとなポンチ絵が目を引き，実際に考え方を理解する

のに役だった。

ところで’はじめに見た林分のあたりは1966年に施

業を始めたそうで，優良広葉樹林の育成のためにかなり

集約な手入れが続けられてきたという。このあたりはブ

ナ，トウヒが更新しやすいが，優良樹種の混生率を高め

るために早くから抜伐りを行い，ナラ類，トネリコ類な

どの混生を促しているそうだ。目標としている樹種構成

13

は，ナラ類40％，ブナ40％，トネリコ類10％，その他

の広葉樹10％だとの説明であった。いずれにしろ，こ

のあたりはどこも天然更新がきわめて容易で，ちょっと

光条件の良い所には稚樹が更新している。ササなどの雑

草木と闘わねばならないわが国の更新技術のハンディキ

ャップの大きさをしみじみと感じた。

第5日：ムルスカ・ソポタの朝が明け，このコースの

最終日を迎えた。オーストリアとハンガリーに挟まれた

かっこうの所であるが，ハンガリーの国境にあと3kmほ

どの古びた円形の教会を訪ね，この教会にちなんだ両国

のかかわりに耳を傾けた。この日の視察地ポラナに着い

たのは11時近かった。ここでも村の有志（？）や少年少

女のあたたかい歓迎を受け，スリボウカを手にコーラス

を聞く。ムリンシェク会長が夫人ともどもみえており，

尋ねると，毎日スロベニア国内のコースを順に回り，歓

迎陣に加わってこられたとのこと。精いっぱいのサービ

スをされていることを知った。

さて，ここでの話題はハンノキの人工更新と広葉樹林

施業であったが，後者は前日の話題と大同小異なので省

くこととしたい。ガイドブックには，“ハンノキ林の更

新一スロベニア林業における一つの例外”とあった

が，この日になって，この国にも天然更新ができない場

所のあることを知った。ポラナは前掲ドラバ川の支流ム

ラ川に沿った低地帯にあり，地下水位が高く，雑草木が

繁茂して天然更新は不可能だという。このため，このあ

たりのハンノキ林は例外的に皆伐，人工造林しなければ

ならない。伐期は50～55年,300本/1,aくらいで,400

~4501113/l,aの収溌量が期待でき，もう少し長くおいて

用材にすることも考えられるが，心腐れが心配だとの説

明であった。そこから少し歩いた林分のあたりは地下水

位がやや低く，こういう条件の所では，ハンノキが生長

するにつれて水位がさらに下がり，しだいにホソバトネ

リコが増えることが紹介された。

午後2時すぎ，本コースの技術的プログラムはすべて

終了し，ロブールナラの巨木の下にしつらえられたベン

チで珍しく早いランチが始まった。リュブリャーナを出

てからはじめてのにわか雨で，近くの腿家のアズマヤ

（？）に移動を余儀なくされたが，次々と運ばれてくる

その農家の自家製ワインに主客ともどもに酔いしれ，歌

の輪に加わって名残りを惜しんだ。

（林業試験場造林部長・ユフロ理事）

材鐸技術No.5361986｡11
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岡 和夫

先進国にみる林業助成制度

はじめに－経営重視の先進国助成制度

わが国の林業は，今きわめて困難な条件の下に

あり，林業危機が単なる言葉としてでなく，現実

の問題としてひしひしと実感される。大げさにい

うと林業経営の広範な崩壊が危倶される状況です

らある。そのなかで個々の経営は，それぞれに対

応策を取って苦境の克服に努めているが，条件の

厳しさのゆえに自助努力には限界があり，公的助

成の効果的実施が切望されている。

ひるがえってわが国の林政を見ると，資源政策

としては，長年の伝統に培われ整備された体系を

持つ。しかし林業経営を中軸に置いて見た場合に

は，その内容は，必ずしも満足のいくものではな

く，質的にも量的にもいまだしの感がある。誤解

を恐れず比I楡的にいうと，森を見た政策はある

が，経営を視野の中心に置いた施策は乏しいとい

わなければならない。しかし今求められているの

は，経営を直接の対象とした政策であり，林業経

営の維持・存続が図られるような助成制度であ

る。もちろんそうはいっても，森林を対象とした

施策と経営を対象とした施策という具合に画然と

分けられるものではない。程度の差はあるにして

も大なり小なり両者は，相互にどこかで結び合っ

ているものである。したがって,この類型区分は多

分に観念的区分でしかないのかもしれないが，思

惟の便宜上このように分類しておくことにする。

政策をこのように2区分したうえで，林業経営

に焦点を合わせて西欧先進国の助成制度を見る

と，思いのほか経営重視の思考が読み取れるので

ある。この小論は，そのような問題意識と視点

林業技術No.5361986.11

で，西欧の中でも林業経営に関してわが国と類似

の条件を有する西ドイツとフランスの林業助成制

度を考察したものである。ちなみに西ドイツもフ

ランスもともに林業先進国であり，森林所有構造

も小規模所有が卓越していて，私有林の平均所有

面積はわが国のそれに近い。ただこの両国の林業

経営は，西ドイツが針葉樹高林作業を中心にして

いるのに対し，フランスは広葉樹林の占める割合

が高く，しかも低林作業・中林作業が，かなりの

面積（3割強にも及ぶ）を占めるという違いがあ

る。

本論に入る前に，ここで述べておかなければな

らないことがもうひとつある。それは助成制度の

意味である。一般に助成制度というと，狭義には

補助，融資をいうが，広義には，これに税制をも

加える。この小論では，助成制度の意味を広義に

解し，補助，融資，税制の3つを視野に入れて論

じている。林業経営に対する政策の姿勢を見るに

は，補助，融資だけでなく，税制にも目を配る必

要がある。というのは，税制には林業経営に対す

るその国ないし国民の一般的理解が端的に現れる

ことがあるからである。

西ドイツの林業助成制度

西ドイツにおいては，現在次の事項が林政上の

重要課題とされている。それは木材生産の増大，

森林組合の育成，公益的機能の確保（特に休養機

能)，農業構造改善への貢献の4つである。農業

構造改善への貢献とは，具体的には農山村におけ

る労働機会の提供，農廃地の有効利用，農地およ

び作物の保護気候緩和や理水機能による農業生



産環境の維持改善，農家経済の予備資産等であ

る。周知のように西ドイツは，州の力が大きく，

林政上の施策も州ごとに異なった展開が見られる

が，いずれの州の施策も上記林政課題のどれかに

結び付いている。そしてそのうちのかなり多くの

助成制度は，基底に林業経営の育成が強く意識さ

れていると思える節がある。それもそのはずで，

経営の重視は，林業助成に関する基本を定めた連

邦森林法(1975年）に規定されているのである。

同法において林業は，木材生産機能，保全機能，

休謎機能を持つがゆえに公的助成がなされると

し，その助成は，森林の維持と保続的経営が経済

的に可能となるようその条件を整えることを目的

としなければならないと定めている。

経営重視の姿勢は，連邦と州が共同して達成す

べき課題について定めた連邦法「農業構造と海岸

保全の改善の共同課題に関する法削（1969年）

にも認められる。この共同課題法では，林業経営

の維持・発展，林業生産の合理化，林産物の販売

の改善等が，共同で達成すべき課題の重要な部分

を占めているが，これらはいずれも林業経営の育

成に結びつくものばかりである。

連邦補助金は，共同課題法で定められた課題の

達成に関係する事項に対して交付される。そのな

かで注目を引くのは，枝打ちに対して補助を行っ

ていることである。わが国の造林補助金は，それ

が公共事業の一環として行われることから，社会

資本造成の観点力ざ強く支配し，補助対象もこの観

点によって限定づけられている。したがってたと

えそれが林業経営上不可欠であっても，補助の対

象としてなじまないとされるものが出てくる。そ

の典型が枝打ちである。枝打ちは，生産材の商品

性を高めるうえで不可欠であり，林業経営におい

ては重要な技術過程である（もちろん枝打ちが施

業_上持つ意義は，商品性の向上ばかりではない)。

連邦補助金が，枝打ちを補助対象にしているの

は，商品生産を担う林業経営の維持，発展（共同

課題のひとつである）のうえから，それを補助対

象とすることが必要と判断してのことと思われ

る。同じく造林補助金といっても，わが国と西ド
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イツでは，それの持つ政策思考が異なり，西ドイ

ツでは経営助成の意味が強いといえる。この点わ

が国の造林輔助は，資源政策の政策原理に立脚し

ていると理解されている。しかし資源政策の立場

に立つにせよ，健全な林業経営の確立が基礎にあ

って，初めて資源政策の目的達成は可能となるの

であり，経営視点の助成制度は，その意味で政策

技術としても合理的というべきであろう。西ドイ

ツにおいても林業の収益性は，木材価格の低迷と

経営コストの上昇によって，最近では，かなり低

下している。このような状況下で西ドイツ林政が

重視している木材生産の増大を実現させるために

は，林業経営の育成が不可欠であるのは論を待た

ない。

経営育成の姿勢は，州レベルの助成策にもうか

がえる。一例を示すと，バイエルン州における私

有林の助成は，地力の維持向上，収種の量的・質

的向上，生産経済としての林業経営の確立，森林

組合の育成，風致の維持などを目的として行われ

る旨が規定されており，経済的営為としての林業

経営の維持，育成が強く意識されている。

経営重視の思考は，相続税制においてさらに顕

著に認められる。西ドイツの山林相続税制の最大

の特色は，林業用財･産の評価方式にある。要約す

ると，法正的保続経営を想定し，これの森林純収

溌を基礎にして収益還元価を求める。次にこの還

元価を法正齢級分配の各齢級に配賦して，各齢級

のha当たり森林価（林地と立木を合わせた価額）

とするのであるが，各齢級に配賦するにあたって

は,ha当たり平均森林価に齢級ごとの係数を乗じ

て齢級別の森林価としている。この係数は，ドイ

ツトウヒの場合を例にとると，0～20年生は0

％，21～40年生は22％，41～60年生は84％，61

～80年生は164％，81年生以上は230%とされて

いる。このようにして算定された齢級別単価に現

実林の齢級別面積と立木度を乗じて相続山林の課

税評価額とするのである。この評価法は，林業

経営（もちろんゴーイング・コンサーンとしての

それである）の技術的特質を適切に反映させた評

価法であるとすることができ，林業経営の立場か

林業技術No.5361986.11
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らは，きわめて合理的な評価方式といえる。さら

にいうと，収益還元価を求めるにあたって適用さ

れている利率は，現在は5.6％が用いられてい

る。いうまでもなく，この還元利率が大きければ

大きいほど山林評価額は小さくなる。もしこの利

率の水準が林業経営の実効利率の意味で用いられ

ているとすると（還元利率は，本来そのような意

味を持つ)，現在の西ドイツの林業経営の収益率

は1％程度とされているので，林業財産は，相続

税課税にあたっては実勢とかけ離れた著しい低評

価額になっていることになる。

もうひとつ注目してよいのは,20年生以下は無

評価の扱いをしていることである。もっとも実際

には最低1ha50DM(ドイツトウヒの場合)の価

額を付することになっているが，この金額は備忘

価格にしかすぎず，実質的には無評価に等しい。

わが国の山林相続税制における問題点のひとつに

幼齢林の評価がある。ゴーイング・コンサーンと

しての林業経営を前提にすると，幼齢林には即時

的換価価値はない。にもかかわらず現行のわが国

の相続税制の下での山林評価方式によると，少な

からざる評価額となるため，相続税納付によって

経営基盤たる森林構成が悪化し，健全な林業経営

の維持が困難になるケースが珍しくない。これな

ども林業経営の技術的特質に対する配慮の欠如に

よってもたらされたものであり，つまりは経営視

点の欠落の成せる業というべきであろう。

ところで西ドイツにおける伐採量は，戦後の一

時期の過伐を別にすると，ほぼ安定的に推移して

いる。ちなみに1964～1983年の間の平均伐採量

を100とした場合の最近数年の伐採量は，ほぼ

100に近い。かなり以前から明確な減少傾向をた

どっているわが国と比べて大きな違いである。林

業を取り巻く経済的条件の差かというと，そうと

も思えない。木材価格の低迷，労賃その他の経営

費の上昇という経営条件は，西ドイツとて同じで

あり，林業を取り巻く条件の厳しいのは，どうや

ら世界的傾向のようである。それにもかかわらず

林業生産活動が安定的であるのは，経営基盤であ

る森林資源の成熟度の差が大きく作用しているの

林業技術No.5361986.11

ではあろうが，助成制度のあり方も無関係ではな

かろう。

いささかわき道にそれるが，わが国において，

林業生産活動の低迷の一因とされている内部収益

率（利回り）を西ドイツの場合について見ると，

その低さはわが国の比ではない。ドイツにおける

代表的な造林樹種であるドイツトウヒの場合は1

％そこそこの水準であるという。それにもかかわ

らず，西ドイツでは林業生産活動に低迷は生じて

いないのである。これを見ると，内部収益率の水

準で林業生産活動の低迷を一義的に説明すること

は，事態の本質を正しく把握したことにならない

のではなかろうか。少なくとも利回りの水準によ

って林業経営の放棄を行うなどは，悔いを千載に

残す選択になることだけは間違いなさそうである

（この点は林業経営論として重要な領域である

が，この小論の目的から外れるので別の機会に譲

りたい)｡

フランスの林業助成制度

次はフランスの助成制度についてである。周知

のようにフランスの助成制度は，特定財源によっ

て調達した資金を特定の政策遂行に充てる一種の

資金特別会計のしくみを持った国家林業基金によ

って形づくられている。基金の財源は，丸太およ

び製材品に賦課される林業税および紙，板紙に賦

課される紙税の2つの税目からの税収入である。

財源がこのように特定されているため，助成の原

資は豊富とはいえない。そのため助成対象は，生

産力の増加をもたらす投資活動に限られている。

例えば拡大造林，荒廃林地の復旧造林，生産物の

質的・量的改善をもたらす森林改良等である。し

かしその一方，林道開設，防火線の作設，森林火

災用資器材，施業計画作成の際の専門家のコンサ

ルタント料等も助成対象になっている。またこれ

は後にも触れる力式，相続の際の分割防止のための

融資や財政事情による過伐，濫伐を防ぐための資

金の貸付けも林業基金が行っており，経営維持の

政策姿勢が読み取れるのである。

経営維持の配慮は，相続税制にも認められる。

フランスにおいても相続税課税は，わが国と同様



に遺産取得課税方式がとられている。フランスの

山林相続税制で注目を引くのは，相続森林が相応

の木材生産力のある森林であって，合理的林業経

営を行うのに適している場合は，次のことを条件

として，課税標準が1/4に減額されることであ

る。その条件とは,長期(30年)の認定施業計画に

従って施業するということである。この条件は,

換言すると適切な林業経営を行うということであ

り，つまりは通常の林業経営を行っていさえすれ

ば，課税標準が1/4に減額されるのである。経営

の維持を念頭においた相続税制というべきであろ

う。

相続税納付にあたって，林業基金から納税資金

の貸付けが行われる。貸付け条件は，年利率2.5

％，償還期限30年，融資率は税額の75％となっ

ている。納税資金の貸付けは，経営財務のうえか

らは税の延納と同じ効果を持ち，貸付け利率は延

納利子税の利率，償還期限は延納期限と読み換え

ることができる。とすると利子率は，わが国の延

納利子税率の半分程度であり，また償還期限は’

わが国の山林相続税に係る延納期限の最長である

25年と比べて，なお長期である。

納税資金の貸付けとは別に，相続整理の資金も

基金が貸付けを行っている。フランスにおいても

私有林の所有規模は零細であり，これの克服がフ

ランス林政における着眼点のひとつになっている

が，相続によって細分化に拍車がかけられ，経営

基雛をますます不安定にしている。これに対する

政策的対応として，主に家族で構成する「林業集

団」なるものを設けて所有の零細性を克服しよう

としており，補助金の交付も林業集団の場合は，

1人1年間の上限を6,000フラン（一磯は3,000

フラン）にするなどしている。しかし林業集団の

設置は，意図したようには進んでいないようであ

る。ともあれ相続による所有の細分化を阻止する

ことが，経営視点での重要な政策課題になるわけ

である。相続整理資金の貸付けは，その一環と考

えられ，相続にあたって，森林は後継ぎ相続人に

集め，他者の相続分は現金で処理するという方法

をとらせることによって林業経営の安定を図ろう
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としたものと考えられる。

おわりに

以上，西ドイツ，フランスの林業助成制庇を経

営視点で考察した。もちろんこれら両国を含めた

西欧先進国の林政制度が，経営の維持発展だけを

原理として構成されているわけのものではない。

休養機能の拡充（西ドイツ)，アメニティの維持

（イギリス)，保全機能の確保，山村振興（イタ

リア）なども重要な政策目的になっており，複眼

的な構成原理によって助成制度は形づくられてい

る。しかしこれらの政策課題を達成するために

は，林業経営の維持，発展が不可欠の基礎条件で

ある。本稿が取り上げた西ドイツやフランスの助

成制度には，とりわけその考えが強く認められ

る。これを具体例によって示してこの小論の結び

としたい。

再び西ドイツを引き合いに出す。周知のように

西ドイツ林政においては，従来から休養機能が重

視されているが，ニーダーザクセン州において

は，休養林地帯の中に森林を所有する場合は，林

業経営費の補助が行われている。補助の金額は，

所有林が2h鼠までの場合は毎年20DM,211a以上

の場合は2haを超える面積につきha当たり5DM

を加算した額となっている。この補助金は，適切

な林業経営を行うことによって，森林の休養磯能

も維持されるとの発想が濃厚に認められるのであ

る。

（おかかずお・東京農工大学助教授）

資料，林野庁企画課「先進国林業関係制度澗査報告

=(1)｣,昭和61年3月
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松 井正

"白神山地森林施業総合調査，iこついて

去る8月22日，林野庁，青森・秋田両営林局

は，「白神山地森林施業総合調査報告」を公表し

た。

本調査は，青森県と秋田県の県境に位置する通
しらかみ

称「白神山地」と呼ばれる広大なブナを主体とす

る広葉樹天然林の取り扱いについて，木材資源の

利用，自然環境の保全，地域の振興等の多角的な

観点から総合的に考察するため，昭和59,60年

度の2カ年にわたって，青森・秋田の両営林局が

(社)日本林業技術協会に委託して行ったものであ

る。

本稿では，この調査が行われた背景，経緯，調

査結果の骨子等について紹介する。

1．調査の背景，経緯

白神山地およびその周辺には広大なブナを主と

する森林が分布している。

近年，当該地域のブナ天然林について，林業・

林産業の振興等地域振興の視点からの期待が高ま

っている一方，ブナ天然林およびそこに生息・自

生する動植物の保護・保全について社会的関心が

高まるなど，当該森林の取り扱いが注目されると

ころとなっている。

このような背景に対応して，白神山地の中核的

な部分である約28,0001'aを対象として今後の森

林の取り扱い方針を考察するため今回の調査が行

われたものであるが，調査の着手前後から報告書

が公表されるまでの間の白神山地をめぐる各方面

の主な動きを拾ってみると次のとおりである。

○青秋林道の着工と自然保謹運動の高まり

昭和57年に青秋林道')の開設工事が始まった
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ころから自然保護団体等が林道開設反対，白神山

地のブナ林保護を求めて運動を展開。

1）青秋林道は，青森・秋田両県が事業実施主体とな

り，青森県西目屋村と秋田県八森町を結ぶ広域基幹林

道で全体計画延長約301m1,61年度末までに約8kmが
完成見込

○総合調査実施の表明

昭和59年3月，衆議院予算委員会で，林野庁

は昭和59年度から総合調査の実施を表明。

○ブナ・シンポジウムの開催

昭和60年6月，秋田市において，日本自然保

謹協会主催による｢ブナ・シンポジウム｣が開催さ

れ，林野庁も参加。ある全国紙は次のようにコメ

ントしている。『青秋林道建設を進める林野庁と

反対する市民が正常な対話をすることができた。

主催者側はこうした雰囲気を「秋田方式と呼びた

い」と言っていたが，これまでのように批判，糾

弾合戦といった場面はなく，みんなで智恵をしぼ

り合おうという姿勢力貫強く印象に残った｡』

○秋田県が自然環境調査結果を公表

昭和60年7月上旬，秋田県は，白神山地の秋

田県側部分について，昭和58,59の両年度にわ

たって実施した「粕毛川源流部自然環境調査」の

結果を公表。

○総合調査の中間報告を公表

昭和60年7月中旬，林野庁は，昭和59年度に

行われた調査結果（森林資源，自然環境，社会経

済の現況調査の一部）を中間報告として公表℃

○衆議院環境委員会等が現地視察

昭和60年7月中旬，衆議院環境委員会が秋田



19

笹内川

ｂ
●
●
⑪

●●

日

雲
月

氷

森白神岳蝿
海

県

八森町

図･1白神山地森林施業総合調査地帯区分図

県側から白神山地を現地視察。昭和61年9月上

旬，参議院環境特別委員会が現地視察。

○自然保護団体によるクマゲラ調査の実施

昭和61年5月，日本自然保護協会が中心とな

り，白神山地の青森県側の赤石川上流域につい

て，クマゲラ（天然記念物）の生息調査を実施

し，オス1羽を確認。

2．調査報告の骨子

調査報告書は全10章,273頁にもわたるもので

あり，全ぼうを紹介することはできないが，当該

地域の今後の森林の取り扱いについての基本的考

え方および具体化するにあたっての提言に関する

部分を以下に要約する。

扱いの方向を明らかにするため，自然環境条件，

動植物の分布．生息状況等を総合的に判断し，次

のように地帯区分した（図｡1参照)。

（1）ブナ等保全林

白神山地のブナ天然林の各種自然環境を包含し

て，ブナ林および森林内に生息・自生する貴重な

動植物等について遺伝子資源の確保という観点も

含め，森林の保全を図る地帯で，林地の保全上特

に必要な施業（林地保全のための緑化・治山工事

等）以外は基本的に行わない。面積約12,000ha

（全体の43％)。

（2）自然観察教育林

白神山地のブナ林等の景観が広範囲に観察さ

れ，従来から多くの登山者等が訪れるニツ森を中

心とした県境部について，ブナ林および森林内に

生息・自生する動植物等の生態を学び取る学習の

場や森林の保健休養的な利用を図る地帯で’この

目的を果たすために必要な施業（林地保全のため
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〔白神山地の森林の取り扱いについての基本的

考え方〕

調査の対象地は，約28,000ha(青森県側21,000

ha,秋田県側7,000ha)である。この森林の取り
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の緑化・治山工事，ブナ展示林を維持・育成して

いくために必要な施業，歩道作設等）を行う。面

積約4,000ha(全体の13%)｡

（3）ブナ施業林

ブナを主体とする天然林について，自然環境の

保全・形成等の公益的機能の発揮に-|一分配慮しな

がらブナを主体とする広葉樹資源の利用および育

成を行う地帯で，積極的な天然林施業を推進す

る。面積約3,00011a(全体の12%)。

（4）既施業地

これまで人工造林地の造成等が行われてきた地

帯で，今後，現地の立地条件に応じ人工林施業や

天然林施業を積極的に推進する。面積約9,0001'a

（全体の32％)。

〔提言〕

（1）地帯区分ごとの留意事項

①ブナ等保全林：多様なブナの遷移相，自然

環境条件を内在している貴重な地帯であり，今後

の取り扱いについては，各般の諸制度との関係を

十分吟味するとともに動植物の生息，分布等の学

術調査を含めて検討すべきである。

②自然観察教育林：自然環境条件は，ブナ等

保全林に類似している地帯でもあり，また，文

化･教育，保健休養の利用の場として地域振興に

資する地帯でもあることから，当該地域の具体的

利用の方向付けにあたっては，地方公共団体，有

識者等の幅広い意見を聴取しながら行うことが必

要である。

③ブナ施業林：森林施業にあたっては，試験

研究機関等と連携を図りながら施業技術の向上に

努めることが必要である。

なお，赤石川上流域のブナ施業林については，

赤石川にシノリガモが確認されていること，周辺

域にクマゲラが生息している可能性があるとと等

から森林施業の実施にあたっては，適切に対応す

ることが必要である。

（2）森林等自然瓊境資源の多目的利用による地

域振興

調査地域およびこれに隣接する町村は，いずれ
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秋田県側粕毛川流域18林班内(60年11月）一炭がまが

確認された周辺のブナ二次林

も過疎化が著しく大きな社会問題となっている地

域である。

森林資源を木材供給資源としてのみならず，文

化・教育，保健休養的資源としてもとらえ，森林

を総合的に利用することにより地域振興に資する

ことが今後の森林。林業の新しい方向のひとつで

ある。例えば，当該地域の八森町においては，

「海とブナ・秋田杉等の森林」の利用，西目屋

村，藤里町においては，「湖とブナの森林」の利

用など自然環境資源を総合的に利用した地域振興

の施策を講ずることが可能と考えられる。

3．若干の補足

（1）調査の特徴一多角的な観点からの総合調

査

今回の調査は，①森林資源，②気象，地形，地

質，土壌，植生，動物等の自然環境，③社会経

済，④ブナ林の林分構造，⑤立地条件の解析によ

る施業適地の選定等各般にわたる総合的な調査を

行い，森林の取り扱いの方向を示したものであ

り，例えば自然環境の保全等の特定の目的からだ

けの調査とは異なる。

また，調査方法として，調査地域が広大で大方

が近づきがたい立地条件にあるため，学識経験者

による精力的な現地調査のほか，本調査のため全

域について特に撮影したカラー空中写真を立地条

件の解析等に広範に活用している。

なお調査は、学識経験者で構成する調査委員

会2)を設け，この調査委員と専門調査員が行って

いる。



2》調査委員会の構成

座長・坂口勝美（元･林業試験場長)，委員・片岡寛

純（日本大学農獣医学部教授)，高安泰助（秋田大学

鉱山学部教授)，奈良典明（弘前大学教謎部教授)，

藤沢秀夫（林政総合調査研究所参与)，船越昭二（岩

手大学農学部教授)，松井光端（元･林業試験場長)，

山口伊佐夫（東京大学腱学部教授）

（2）ブナ林と人のかかわり－白神山地は原生

林か

藩政時代からの鉱山，薪炭生産に関する史料，

現地での明治時代の炭がま跡，木ゾリ道と見られ

る形跡の確認等から，おおむね次のような結論を

導ぴき出している。

現在では想像のつかない奥地まで人為的な行為

が及んでおり，秋田県側の粕毛川流域では，藩政

時代かなり奥地まで薪炭材生産あるいは鉱山用材

生産が行われ，明治以降も製炭，牛の放牧のほか

森林軌道の開設により一部施業が行われている。

また青森県側の西目屋地域でも藩政時代薪炭生産

のためかなりの伐採が行われ，これは赤石川流域

の一部にも及んでいるとしている。

（3）ブナ林の林分構造一退行遷移と老齢過熱

林分の存在

調査報告では，白神山地のブナ林について，立

木の個体分布型（林分を構成する立木の配列状

態）等から林分構造を調査し，極相状態あるいは

極相に向けて進行推移をたどっている林分が存在

するとともに，白神山地特有の自然条件のもとで

残存相へ向けて退行避移をたどっているとみなさ

れる林分および残存相に達した林分がかなり存在

することを明らかにしている。後者がいわゆる老

齢過熟な大径木が目だって多い老齢過熱林分の存

在として説明されているところである。

また，退行遷移をたどっている林分等は，面的

にとらえると天然下種更新が途絶えており，他発

的衝動（崩壊による安定した新成地の形成，ササ

の一斉開花・結実による枯死，人為による干渉

等）を受けないかぎり自発的によみがえることは

ないと考えられ，活性化したブナ林に仕立てるに

は職種的に人為を加える必要があるとしている。

4．今後の白神山地の森林の取り扱い
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調査報告の公表後，テレビ・新聞はそれぞれか

なりのウェイトで取り上げたが，主要なコメント

は次のとおりである。

①広大なブナ林を保全する内容となっており，

今までにない画期的な内容である

②赤石川上流のクマゲラが確認（本調査では巣

穴を，日本自然保謹協会の調査では個体を）され

た通称「クマゲラの森」はブナ等保全林に含ませ

ているが，その近くがブナ施業林となっており，

クマゲラの保謹に不安はないか

③自然観察教育林の設定は評価できるが，その

位置が青秋林道予定線の周辺となっており，青秋

林道を前提にしたものでないか，等

今後，青森・秋田両営林局は，この調査報告を

参考としつつ森林の取り扱いの考え方を決定し，

地域施業計画で具体的に明らかにしていくことと

なる。

特に赤石川上流の森林の取り扱いについては，

慎重に検討することとしている。

また，青秋林道の開設については，本調査の目

的と直接関係するものではないが，県境部におけ

る林道予定線周辺域の施業方法は，調査報告を踏

まえた実行を基本とすれば，自然観察教育林に必

要な歩道の作設等に限定されるものであり，林道

の適切な施工と相まって自然環境の保全に十分配

慮された森林の取り扱いが可能と判断されるとと

もに，自然観察教育林の利用という面で効果が発

揮されるものと考えられる。

最後に，本調査が多くの関係者の注目のなかで

行われるという異例の調査であるうえに，調査対

象地が広大でかつ近づきがたい深山幽谷の地であ

り，さらには調査期間等の制約があったにもかか

わらず，極めて賞重な内容を報告いただいた諸先

生方に心から敬意を表する次第である。

（まついただし・林野庁経営企mi課経営計画官）

林業技術No.5361986.1J



，，

ー＝･率』ｰ …

匝匪$匠▲配⑪田全国林業試験指導機関の紹介

53．京都府林業試験場

灘蒙嶽蕊患蕊
qｰ
む

づ

’.｡蕊三雲
監函で、

‐

甲 雷需唾◆

Iはじめに

水府の森林は府総面積の75％にあたる346,70011aで，

民有林が大部分の96％を占め，また，私有林がその93

％を占めている。なお，林家数は45,200戸である。

森林と林業の特徴としては，丹波地方の東北部には，

天然スギが分布し，古くから優れた造林技術を持つ先進

林業地帯がある。南西部には，アカマツ林とクリ林が広

く分布し，丹波マツタケと丹波グリの生産の場となって

いる。山城地方の北部には，磨丸太生産の北山林業地が

あり，南部には銘竹生産の竹林が分布している。丹後地

方の海岸にはクロマツが多く，防災の役割を果たすとと

もに，天橘立に見られるように景勝地を形成している。

昭和16年，北桑田郡弓削村(現在京北町）に，山村に

おける中堅青年の養成ならびに林業の実地指導と試験研

究を行う機関として林業指導所が設立された。この指導

所はその後の林業と社会情勢の変化に対応して，幾多の

変遷を重ねながら，同43年に，本府中央部の林業振興

地帯である船井郡和知町に移り，京都府林業試験場と改

称し，名実ともに試験研究機関として発足した。

さらに，昭和58年，天田郡夜久野町に緑化センター

の役割を持つ機関として，夜久野分場が設立された。

Ⅱ組織と施設

組織：昭和40年代は，庶務課と試験研究課の2課制

であったが，同50年代からは，主任研究員制をとり現

林業技術No.5361986.11

在に至っている。

現在の職員数は，本場12名，分場4名の計16名（う

ち研究職12名）である。

林業賦験場組織図

一庶務担当庶鱗黙鱸）

職…繍繼--'一試験磯爽纏鰯繩雛(7籍）
一夜久野分場分場長（4名）

育種・緑化・研修・研究関係

施設：用地は，本場が1.5ha,実験研究林が11.0ha,

分場が9.611aで計22.1haである。建物は，本場が22

棟843nf,分場が9棟813n12で計31棟1,656nfであ

る。さらに,府内全域にわたり44カ所59haの試験地を

擁している。

Ⅲ業務の内容

1．試験研究

水府の森林と林業を取り巻く行政的・技術的課題の中

から，一定の長期的展望に立つ試験研究推進の基本方向

を定め，股林家において直接に利用され，また林務行政

に活用される実用的な課題を中心に推進している。

1）地域林業の振興に関する研究

昭和40年代後半には，本府の地域林業振興計画策定

の要諦にこたえて，京都府林業の地域区分を行い，その

発展方向を示してきた。

最近では，針葉樹・広葉樹の生産と利用の実態調査を

行い，その利用拡大の基礎データを提供してきた。

また，現在の林業最大の課題である間伐を促進するた

めに，間伐収益の目標額に応じた間伐実施計画を，コン

ピューターで策定するシステムを開発した。これは，普

及指導組織を通じて普及に移されている。

このほかに，地域林業の組織化モデル，森林組合によ

る林業の蹴算管理システム，広葉樹の利用体系などの調

査研究を，コンピューターを活用して進めている。

2）森林生産力の維持向上に関する研究

昭和40年代の初めから，優良スギ育成，苗木生産と

育林の省力化，スギ山地じかざしによる非皆伐更新，緑

化樹木の増殖法などの試験研究を行い，多くの成果を上
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げてきた。

最近では，本府林業の重点課題である人工林雪害の育

林|'|勺防除技術の確立に取り組み，膨大なデータを収集

し，これをコンピューターで分析・検討している。

このほかに，特用原木林，生育不良地ヒノキ林分，機

械枝打機などの試験研究を行っている。

3）森林の保護と管理に関する研究

昭和40年代の後半には,BHC薬剤の使用中止に伴

い，その代替薬剤による松くい虫をはじめ，食葉性害虫

・吸収性害虫・竹材害虫の防除法を見いだしてきた。

鰻近では，比較的に寒冷な内陸地帯における松くい虫

の効率的防除法と，スギカミキリの実用的防除法の確立

に取り組み，成果を上げている。

以上の研究成果は，森林害虫防除事業と普及指導事業

に活用されている。

このほかに，海岸防災林，広葉樹緑化木などの試験研

究を行っている。

4）特用林産物の振興に関する研究

きのこ関係：昭和40年代の始めから，マツタケ発生

灘境改善，発生量解析，感染苗育成，人工栽培技術など

の試験研究を行い，数多くの成果を上げてきた。

特に，発生環境改善によるマツタケ増産技術の成果

は，国庫助成の特用林産振興対策事業に適用され，主産

地を中心に，積極的なマツタケ山づくりが進められてい

る。

同時に，ホンシメジでも生態について一定の成果が得

られ，マイタケでは野外栽培技術を確立している。

そのほかに，ショウロ等の菌根性きのこ，ハタケシメ

ジ等の腐生性きのこなどの試験研究を行っている。

なお，これらの試験研究の推進にあたっては,昭和61

年度からバイテク手法を部分的に導入している。

クリ関係：昭和48年に，クリの試験研究業務を，農

事試験場（現在農業総合研究所）から当場が引き継ぎ，

それ以来，郷土品種の改良と新品種の育成を中心に，開

園方法，病害虫防除などの試験研究を行い，府内クリ関

係者の技術向上に大きく貢献してきた。

この間に，国公立関係機関との共同研究で，優良品種

「国見」の育成に成功した。

現在は，クリ栽培の重要課題である，整枝剪定を含む

老朽クリ園の更新改植と，郷土に適応する品種育成など

の試験研究に取り組んでいる。

タケ関係：昭和40年代の前半から，開花竹林早期回

ー：－－－－

夜久野分場本館

復，ゴマ竹生産，竹林施業による竹材の形斑・生産愚と

タケの生理変化などの試験研究をその時代の要請に応じ

て行い，その成果を関係者に提供してきた。

2．試験研究関連業務

試験研究の成果を現地に適用するために，松くい虫の

発生予察および誘殺と天然殺虫剤による防除，土地分類

基本調査，集約施業技術導入実験，公害対策技術者会議

関係などの諸事業を実施してきている。

なお，適地適木調査，土地分類調査，クリ生育不良地

改善対策などの諸事業については，すでに完了してい

る。

3．試験研究成果の普及

試験研究成果を有効に普及するために，年度ごとの試

験結果を『業務年報』として刊行・配布している。ま

た，研究成果は，農林水産技術会議で検討し，『研究資

料』あるいは『調査試験研究報告』として公刊するとと

もに，その普及版である『試験研究解説シリーズ」を併

せて発行し，それぞれ関係機関に配布している。さら

に，林業団体の発行する広報誌紙に，試験成績を速報し

ている。

同時に，実用化の目途のついた試験研究成果は，普及

指導組織を通じて，また，この組織と関係グループとの

共同で実証化試験を行うなどして，その稜極的な普及を

図っている。このなかで特に，マツタケ振興協議会(250

名）と丹波ぐり振興会（1,350名）との実証化試験は，

関係者から高く評価されている。

Ⅳ夜久野分場

林木育種戦業：森林の生産性向上と，抵抗性の増強に

必要な優れた交雑種子とさし穂を計画的に生産するため

に，採種聴囲管理，次代検定林調査，スギカミキリ抵抗

性育種，優良種子確保などの諸事業を実施している。

林業技術No.5361986.11
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緑化事業の推進：学校・公園などの緑化を図るため

に，市町村の木を中心に緑化樹を漣成・配布し，地域緑

化を推進するとともに緑化思想を普及啓発している。

緑化講習会の開催：一般府民を対象とした親子みどり

の教室瞬化樹増殖・植物採集)，緑化樹講習会（仕立

方・整枝剪定．刈込み）などを開催している。

試験研究：林木育種事業，緑化事業の推進，緑化諦習

会の開催に必要な試験研究を行っている。

Vおわりに

以上，きわめて簡単でしかも羅列的ではあるが，本府

林業試験場の概要について述べてきた。

今後は，国の「林業関係研究目標」（昭61）を踏まえ

て，当場の「試験研究の推進方向」（昭58）の見直しを

行い，より効率的な試験研究を推進したい。

（京都府林業試験場場長補佐・吉、隆夫）

54.大阪府農林技術センター

1．沿革

腿林技術センターは，都市股林業の近代化と腱林業経

営の確立に必要な技術や経営に関する総合的な試験研究

機関として，さらに膿業後継者の育成を目的として，全

国に先駆けて，府下の各地に散在していた農事試験場，

種畜場，藍野農場等を整理統合し，昭和38年4月に羽

曳野市に開設された。

しかし，林業に関する研究部門は，計画より少し遅

れ，2年後の昭和40年4月，栽培部内に林業課が設髄

され，ここに名実ともに，腱業，林業，畜産業の総合試

験研究機関としての体裁が整った。林業試験場などとい

った独立した機関ではないが，大阪では初めての林業関

係の試験研究機関が誕生した。

昭和50年に，スタッフ制が導入され，総務部を除い

て課制が廃止された。そのため部間，あるいは部内での

林業技術No.5361986.11
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連携作業はスムースになったが，他方では，研究管理の

面からは，担当窓口等が判然としないなどの間魍があ

り，所内検討を経て，昭和56年に所長発令による研究

室制度を取り入れ，昭和59年に一部手直して今日に至

っている。林業関係部門は，環境部環境保全室の森林緑

地研究室力注として担当している。

2．組織

〔所在地〕羽曳野市尺度442

所長一次長一

一環

一環蝋部一

一土壌肥料室(6)

－病虫室{41

－磯培部蜘

一畜産部柵

-"ｧ[鰯巽“
一腱業火学校(4)

I

（研究職63,聯務｝職12,現業職員等51,非常勤職員24）
（昭和61年9月1日現在）

3．施設

（1）土地33.79ha,剛場14.011a・

森林緑地研究室専用，緑化樹圃場2.7hao林木圃場

0.21'a(ほかに府立緑化センター委託：緑化樹見木園等

2.5ha,生垣見本園0.511a,苗畑0.1ha)。

（2）建物109棟，15,700111魁。

森林緑地研院筌専用，ミスト室，育苗フレーム，資材

倉庫など5棟177n12｡

4．業務の内容

試験研究を開始して以来，地域に密着した研究として

は，雪害など環境のストレスに耐える河内林業の「施業

に関する研究｣,シイタケ，ヒロタケの「病菌防除などの

栽培技術｣，40年代後半に稀威を振るい出した「マツク

イ虫の防除対策」などを行った。

また，時代に対応して「緑化樹の育成試験」に取り組

むとともに，年間100万人の人出でにぎわう造幣局の通

り抜けの桜（里桜を中心に，貴重な品種を含めて100種



訂＝

画一一転一で皇

展示館（建築面談187.3㎡，卿高8.4m)

外装の壁面にスギ小径木，内装の壁面にスギ縁甲板を利用

した大断面集成材造。昭和61年5月12日に天皇の行幸が
あり，親しくご視察をいただいた

ほどがあり，なかには衰弱の著しいものもある）を始め

として，桜品種の保存観在約70種）と養成を行った。

（再生した元気な苗の一部を造幣局にお返ししている）

昭和45年からは｢大気汚染が樹木に及ぼす影響｣につ

いて取り組み，定時定点調査，樹勢の赤外線カラー写真

による追跡鯛査，オゾン，亜硫酸ガス障害試験，葉内成

分の解析，被害発生機作の検討，被害軽減対策の確立な

ど一連の試験を実施した。これらの研究は総合研究機関

の妙味を発揮して，各部門の共同研究として行ったもの

である。

現在，取り組んでいる試験研究課題は，毎年8月に行

われる農林水産技術会議に部内各課，出先機関からの要

望醐項を専門部会（環境分科会，林業緑化部会）にかけ

て，討議し前年度の研究評価を踏まえて，次年度に取り

上げるべき研究課題，継続課題を選定し，さらに総合部

会で総括討議し，重点課題，新規課題，他の府立研究機

関との共同研究課題に絞り，本会議にかけて決定する。

昭和61年度の研究課題は，国補試験で2，府単試験

6課題であり，その主要なものは次のとおりである。

（1）森林の保全造成

里山に多いマツ林におけるマツクイ虫被害の総合対策

とマツ枯れ跡地の森林タイプに応じた再生技術，特に広

葉樹林への早期再生技術の確立。スギ・ヒノキ林におけ

るスギカミキリ被害拡大の回避技術の確立。

（2）森林の利用

大都市大阪では，環境緑化を市街地，公共緑地に限っ

て進めても限界がある。開発予術地などとして放置され

がちな，里山，都市近郊林に目を向け，その緑の景観，
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防災，保健休養などの有効活用を図る必要がある。この

ため森林所有者，都市住民などの利用意識調査，利用の

離水計画の基礎調査を実施し，里III森林の最適利用方法

の開発や管理技術などの研究。

（3）環境緑化

都市緑地などで被害の著しい緑化樹害虫の防除をはじ

め，土砂採取跡地などの早期緑化，回復技術の開発，沿

道NOx対策，都市緑化推進のため，府公害監視センタ

ーと共同研究「樹下による窒素酸化物の浄化効果調査」

など環境保全機能の解析などの実施。

このほかに，和泉葛城山のブナ林の保全，複層林の造

成，森林情報システムなどの課題を抱えている。

4．成果の普及

研究成果の公表は，普及性の高いものは，『研究報告』

（1回/年）に，年度の試験および業務の全般について

は『業務年報』に行い，関係機関，団体へは『大阪農業』

（2回/年)，『センターニュース」（毎月)，会報『山』

(2回/年）などに適宜，解説記事を戦せ'成果の普及を

図っている。また，年間3万人を数える来所者の参考に

供するため，展示館を設け，実物やパネル展示を行い案

内，指導などを行っている。

5．今後の課題

本府では，科学技術の研究開発を総合的に推進するた

め，阪大，府大の学長，府工業会会長などを委員とする

「大阪府科学技術懇談会（仮称)」を設け21世紀を展望

し，科学技術施策の基本方針のあり方，方向について幅

広い視野からのご意見をいただくことになっている｡府

の亜点的に取り組むべき研究開発，府の試験研究機関

(10機関）の役割，あり方，研究開発のための産官学

の役割分担などが論議されよう。

また，農林部も昭和60年度から，学識経験者，民間

研究所からの委員などで構成される「大阪府食と緑のバ

イオテクノロジー懇談会」を設けており，農学系のバイ

オテクノロジーの推進方|句，産官学の連携，役割分担な

どが検討されているところである。いずれなされるであ

ろうこれらのご提言に沿った当センターの将来のあり方

を考えなければならないが，当面は社会のニーズに適応

した課題に取り組み，所内はもちろん，他の研究機関と

の速掘をおおいに推進し，技術革新の進展に対応できる

よう努めていきたい。

（大阪府農林技術センター所長・西村直彬）

林業技術No.536］.986．11



26

全国広葉樹《試験林･見本林》の概況

Ⅳ、都道府県(その'）

広葉樹試験林

ミズナラ

林業技術No.5361986.11

ｳﾀ゙ ｲｶﾝﾊ゙

ウダイカンバ

ミズナラ

アサダ

シラカンバ

ミズナラ

ミズナラ

オオバポダイジ1

ミズナラ

カシワ

ミズナラ

イタヤカエデ

ウダイカンバ

ブナ

保育試験林．0．3・美唄市光珠

内・昭59.4

保育試験林．0.8．上富良野町

金山・昭46.3

保育試験林．0.75．三石町・昭

47．10

生長量試験林．0．03・興部町．

昭48.7

広葉樹保育試験林．0.65・厚真

町・昭54.10

広葉樹保育賦験林・0．8・三笠

市・昭49.6

海岸林造成樹種適応試験・0．3

･共和町リヤムナイ・昭49.5

ウダイカンバ産地賦験林・1．38

･美唄市光珠内町・昭36.5

ブナ2次林間伐試験林．o､9

･亀田郡椴法華村・昭57.4

ウグイカンパ用材生産のた油の

保育間伐

同上

ミズナラ等有用広葉樹の保育

生長量の把握

用
試
有
育
広葉樹用

験

材生産のための保

同上

海岸林造成のための適応樹種と

林帯造成方法の検討

優良な産地象系の解明

間伐強度別による生長量試験

昭和60年秋に間伐実施

〔北海道林業試験場造林部造林科〕

｢ウダイカンバ林の生長量」

日林北支蛎29号，’981

〔〃〕

「日高地方における広葉樹林の林分構造と

生長量」

北海道林業賦験場報告16号1979

〔〃〕

｢山火事跡広葉樹二次林の動淘

北海道林業試験場報告22弓1984

〔〃〕

「広葉樹二次林の林分構造と生長量(]I)一

道有林苫小牧経営区の例」

北海道林業試験場報告20号，1982

〔〃〕

｢広葉樹二次林の林分椛造と生長量(1)一

道有林岩見沢経営区の例」

北海道林業試験場報告17号，1979

〔〃〕

「海岸林造成樹種適応試験」治山調査報告

書3号，1ﾀ80

「北海道における海岸林造成に関する埜礎

的研究」北海道林業試験場報告23号，1985

〔北海道林業試験場緑化部防災科〕

｢ウダイカンバ人工造林地の生育経過」

光珠内季報40号，1979

｢ウダイカンバ産地特性検定」

北海道林業試験場年報1983

〔北海道林業試験場造林部育種科〕

｢ブナ2次林の間伐試験(1)－3年間の林

分生長髄」

日本林学会北海道支部講演集34号1985

〔北海道林業試験場道東支場」



樹種｜名称･面積(ha)･場所･設定年月
アサダ

イヌェンジュ

コナラ

イタヤカエデ

ホオノキ

オオヤマザクラ

ミズナラ

ブナ

イタヤカエデ

ﾋパ（人工造林）

コナラ

ウダィカンバ

サワグルミ

セイヨウヤマ
ハンノキ

ハンテンポク

交雑ヤマナラシ

ミズキ

カツラ

キハダ

ケヤキ

ウダイカンパ

テウチグルミ

ヒノグルミ

－

アサダ施業試験林．1．36・新得

町・昭48.5

イヌエンジュ施業試験林．o､4

･新榔町・昭5乳5

広葉樹用材林試験・0.8?・青森

県三戸郡福地村大字福田字大犬

久保・昭61.3

広葉樹用材林と二段林造成試験

･0.23.宵森県西津軽郡深浦町

大字長慶平・昭59.10

シイタケ原木林の育成試験・

0．16．宵森県三戸郡新郷村大字

雨池・昭60.10

有用広蕊樹植栽試験地．0．17・

岩手県岩手郡岩手町県林試四日

市試験地・昭45.4植栽

有用広葉樹植栽試験地．0．14・

岩手県岩手郡岩手町県林試四日

市試験地・昭46.4植栽

有用広蕊樹植栽試験地。o､35・

岩手県岩手郡岩手町県林試四日

市試験地・昭46.4植栽

(写爽参照）

有用広蕊樹植栽試験地．o,17・

岩手県岩手郡岩手町県林試四日

市試験地・昭50.4，昭51.4植

栽

有用広蕊樹植栽試験地．0．09・

岩手県岩手郡岩手町県林試四日

市試験地・昭54.4植栽

有用広蕊樹植栽試験地．o､13・

岩手県岩手郡岩手町県林試四日

市試験地・昭60.4植栽

｜目的

アサダを主とする広葉樹の保育

技術の検討

林相改良による原木林への誘瑚

と樹種特性に適合した育林技術

の体系化

ミズナラおよびコナラ占有率の

樹い林分について，間伐による

妓遮な朋材林への誘導技術をは

かる

有川広蕊樹林分について，’1M伐

による用伐林への誘導およびヒ

バ樹下植栽による二段林造成の

技術をはかる

シイタケ原木林への誘難および

造成技術をはかる

有用広葉樹として注目される樹

報を植栽し，その生長状態や蝋

虫誓抵抗性を緬査し，育林上の

把握を検討する

同上

同上

同上

同上

同上

特用樹を山地に植栽して，生長

状態や病虫害抵抗性を調査し山

地栽培の可能性を険討する

27

現況・データ・〔街理機関〕

｢アサダを主とする広葉樹2次林の成縦」

北海道林業技術研究発表大会論文集

1980

｢アサダを主とする広葉樹2次林の林分椛

造と生長」光珠内季報51号，1981

〔〃〕

｢イヌエンジュ林を仕立てる」

山林1985，6月号

〔〃〕

〔青森県林業試験場造林科〕

〔〃〕

無

〔〃〕

3,000本/ha植栽し，5年ごとに生長調査

を実施している。

林冠が閉鎖している

報告書無

〔岩手県林業試験場育林部〕

3,000本/ha植栽し，5年ごとに生長調査

を実施中。未閉鎖

報告書無

〔〃〕

3系統を3密度（1333,833,500本/ha）

で楠栽し，生長調査を5年ごとに実施。

林冠はすべて閉鎖。報告樹：無

〔〃〕

3,000本/ha植栽し，5年ごとに生長調査

を実施。

ミズキ，カツラの林冠はI捌鎖し，ミズキに

は枝打ちを実施。報告番無

〔〃〕

苗木を単幹木，二又木および単幹に剪定し
たものに区分して植栽し，その生長状態や

形質状態について調査。報告瞥無

報告書無

生長状態，病虫害状態を槻察中

報告書無

〔〃〕

〔〃〕

〔〃〕

林業技術No.5361986.11
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樹 種

純系中園グリ

ウノレシ

コナラ

クヌギ

オウシュウナラ

コナラ

ハンテンポク

シラカンバ

コパノヤマノ、ンノキ

キリ

ウタ鯵イカンパ

ﾐズナラ

オオバポダイジ室

トチノキ等

混交林

コナラ

’

きのこ原木植栽試験地.o､40，

岩手県岩手郡岩手町県林試四日

市試験地・昭50.4,55‘4,56.4,

60.4織鴬

きのこ原木林密度試験地．1．30

四日市試験地・昭57.9
一一●‐‘■■＝一一一‐ーー■!ーー■■ー一一一一一一一一一■Pのロ■■－■むつ一ー

岩手県岩手郡玉山村

〃滝沢村

県林試滝沢試験地｡0.75･昭58.5

広葉樹植栽試験地．0.30・岩手

県岩手郡滝沢村県林試施沢試験

地・昭40．4植栽

キリ品種現地適応試験地．o､3o

岩手県胆沢郡金ヶ崎町県林木育

種場六原圃堤・昭59.5植栽

高寒冷地の林分施業法澗査研究

･0.50-2区，0．25－2区・盛岡

市大志田県

有模範林6林班・昭53

蟻定時林齢45年）

きのこ原木林育成技術

天然生林施業改善技術
蹟

1．林相改良試験

①試験区面積0．09－2区，

0.04-2区

・1-1-住田町林小班'7－1－14

．昭57.9職定時林齢20年）

②試験区面積O‘01-3区

・1-2-玉山村林小班15-15

・昭58.10（設定時林齢14年）

③試験区面溌0．01－4区

。1－3－王山村林小班l】6-7

･昭59.4（設定時林齢9年）

2．肥培試談

①試験区面談0.ol-6区

・2-1-住田町林小班17－1－14

・昭57.9（設定時林齢釦年）

②試験区面稜0．01－8区

・2乏一玉山村林小磁116翅-6

･昭58.10（設定時林齢9年）

林業技術No.5361986．11

きのこ原木と芯る樹種を植栽し

て，目請状態を調査し，きのこ

原木林造成のための資料を得る

コナラを主とする広葉樹林にお

いて，成立本敷が，生育状態や

形質状態に及ぼす影響を調査

し，きのこ原木林の育成法につ

いて検討する

早成樹種を植栽し，その生育状

態を澗査し，育林上の特性を把

握する

全国から収集した優良品種を植

栽し，本県に適した品種を選抜

する

厳しい気象条件下にある北上l｣I

系の高海抜地帯での森林造成方

法を検討するため，林相改良

法，寒地性針葉樹の導入法，森

,林保全を考慮した造成法，希少

化しつつある天然広葉樹林の用

材林への誘導方法を究明する

シイタケ原木林造成にあたり，

目的樹種の生長促進，収穫端大

を図るため林相改良し優良原木
林の誘導方法を見出す

シイタケ原木林造成にあたり，

肥培により立木の成長を促進

し，原木生産期畷の短鋪をはか

ろ

いずれの樹祇も3,000本/haで植栽してい

るが，昭和50年植栽のコナラも未閉鎖であ

る

報告瞥無

〔〃〕

1V齢級およびⅥ齢級林分の成立密度を4段

階に変えて,生育状態などについて鯛査中。

昭52械栽の摸型林分については報告書，有

96回日林論，415～416,1985

〔〃〕

3柵瓢とも林冠が閉鎖しており，自然枯死

が発生している

報告番無

〔〃〕

報告醤無

〔〃〕

簡潔商における天然広葉樹林の林分椛造

(日本林学会東北支部会誌No.37.1985.

12）

商標商林での二段林造成一造成5年間の経

過一（日林東北支部会誌No.37.1985.12）

天然広莱樹の生長特性一岩手県県有襖純林

大志側事業区6林班の事例一〔日林東北支

部会誌No.32.1980.12）

〔〃〕

内部寅料

昭和58年度「特用原木林育成技術の総合
研究」担当者会議資料

昭和59年度同上

昭和60年度同上

同上

〔〃〕

’1 〔〃〕



樹種

コナラ（大迫町）

ミズナラ（玉山村）

樹種

ハマナスほか30･匝

ミズナラ

カツラ

I､チノキ

ナナカマド

キササゲ

ヌルデ

イヌエンジュ

エンジュほか

ブナほか

クリ

ケヤキ

人工林

’
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現況・データ・〔管理機関〕

同上（写真参照）

〔〃〕

|名称･面積(ha)･場所･殴定年月｜目的
きのこ原木林育成技術コナラ，ミズナラ林を造成した

既存人工林施業改響既存人工林について生長の獄

’・密度試験的，質的な面から密艇効果を検
①試験区而職0．01－4区討する

・1－1－大辿町大沢山部分林

・昭58.5（段定時林齢8年）

②試験区面砿0.01-3区

・1翅一玉山村前田部分体

・昭58.5（設定時林齢8年）

2．肥培試験シイタケ原木総造成にあたり，

①試験区面談0.01-6区肥培により立木の生長を促進

・2-1-大迫町大沢山部分林し，原木生産期I間の短縮をはか

・昭58.5（殺定時’休齢8年）る

②試験区而秋0.ol-3区

．z－2=玉山村前田部分林

・昭58.5（設定時林齢8年）

シイタケ原木郷造成にあたり，同上

肥培により立木の生長を促進

し，原木生産期I間の短縮をはか

る

広葉樹見本林

名称・面積(ha)・場所・股定年月

緑化樹木園・1.0･美唄市光珠

内町林業試験場椴内・昭50.10

部落共有林．2.mo瀞森県南津

軽郡平賀町大字広船・昭61.6

見本林.0．15・岩手県岩手郡滝

沢村県林試滝沢試験地・昭53．

4

参考林．67.31･岩手県下閉伊

郡岩泉町安家県有棋施林簡須賀

事業区・昭47

参考林．6．15．措手県二戸市釜

沢・犬2

目 的

環境緑化樹，生垣，薬用樹など

の展示

ミズナラ占有率の高い成脅良好

林分として林分の実態測迩を行

う

広葉樹を1カ所に械栽し，見本

に供するとともに，樹籾IMの生

長比較を行う

ブナを主林木とする天然広葉樹

用材林施業の参考林として，永

く保存して天然林施紫の寅料を

得ることと植生遷移を観察する

ために設定された

有用広葉樹人工林の参考林とし

て設定したもので，岩手県内に

おける広葉樹人工林の見本に供

するためのものである

〔〃〕

現況・データ．〔管理機関〕

樹木目録1977

「薬用樹木園」

・光珠内季報59号，1984

〔北海道林業試験場緑化部樹芸樹木科〕

無

〔青森県林業試験場造林科〕

1樹種につき，約20本列状植戦している

が，生長の良好な樹樋は本数を2分の1に

なるように抜り切りした

報告警無

〔岩手県林業試験場育林部〕

推定樹齢'00～2m年のブナを主林木とする

天然林

面積67.31ha蓄載13,448m3

報告書無

曙手県林業水産部森林造成課〕

lha当たり斡材職本数胸禰径樹商

ケヤキ225m335130Cm20m

クリ41m34330cm22m

報告書91回日林論1980

外舘過I鯛：岩手県におけるケヤキ人工林

の現在量

〔〃〕

林業技術No.5361986.11
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’ 現況・データ・〔管理機関〕

コナラ・ミズナラ林の林分機造と森林施業

上の課題（岩手県林業試験場成果報告第17

号・1985･12)

コナラ・ミズナラ林の純分構造について

（第94回日本林学会賎文集・1983･1の

天然広葉樹林の林分椛造について（日林東

北支部会誌NO.34.1982.12)

天然広葉樹林の林分椛造と森林施業上の課

題（日林東北支部会総No.36.1984.12)

〔岩手県林業試験場育林部〕

コナラ・ミズナラ幼|陥林の生長と密度（岩

手県林業試験場成果報告・節18号．1985.

12）

コナラ・ミズナラ林の初期生長と密皮（日

林東北支部会誌・No.35．1983･12)

名称・面積(ha)・場所・設定年月

広葉樹林施業等実態調査・民有

林一円・軽米町民有林一円・昭

55

広葉樹林施薬等実態調査・民有

林一円・住田町民有林一円・昭

56

目 的

コナラ・ミズナラを主体とする

広葉樹林の代表的林分の実態調

査により，樹種混交状態，直径

分布などから広葉樹林の林分椛

造の実態を解明する

また，特用広葉樹林の育成を目

標に，適地判定の基礎資料を得

るため，立地条件，生長状態な

どの実態調査を行う

樹種

コナラ・ミズナラを

主体とする天然広葉

樹林

コナラ・ミズナラの

既存人工林（誘難造

林）

きのこ原木林育成のため造成し

たコナラ・ミズナラ林の既存人

工林について，その造林成縦を

明らかにして，今後の造林地育

成の指針とする

きのこ原木林育成技術・10・大

沢山部分林（大迫町）

既存人工林施業改善・12・前田

部分林（玉川村）

造林成絞澗迩・’1・金沢部分林

（岩手町）

（特用原木林育成技術の総合研

究)・6．岩洞部分林（玉山村）

昭57.58（調査時Ⅱ齢級）

シイタケ原木用コナラ林．o､09

・住田町林小班17-1-14．昭

58（凋査時V齢級）

〔〃〕

コナラの生長特性－5齢級木一（第96回日

本林学会論文染．1985.1の

比較的生長良好なシイタケ原木用コナラの

生長（日林東北支部会総･No.36.1984.

12）

比較的早期にシイタケ原木を収

種できる，すなわち,20|年伐期

を想定し，比較的生長良好なコ

ナラ林を生長解析し，その生長

推移を把握する。また，シイタ

ケ生産量を左右すると考えられ

る因子鐵皮率，辺材率，平均

年輪福）の測定をする

「広葉樹林施業等実態調査」の

結果比較的多く賦存しているコ

ナラ・クリについて生長解折

し，その生長特性を把握し，広

葉樹林育成の参考に供する

コナラ

〔〃〕

コナラの生長特性一壮齢木一（第95回日本

林学会購文染・1984.1の

広葉樹の生長特性一岩手県軽米地方のクリ

・コナラについて（日林東北支部会誌・
No.34．1982．12)

コナラ・クリの生長

l区域面談l～3・住田町

コナラ・昭56（調査時X[~

刈齢級）

2－1区域面談3・軽米町

コナラ・昭56（調査時X齢

級）

2－2区域面談3・軽米町

クリ・昭56（澗査|勝測I齢

級）

コナラ

クリ

〔〃〕

交
雑
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
（
岩
手
県
林
試
四
日
市
試
験
地
）

き
の
こ
原
木
林
育
成
技
術
試
験
地

（
岩
手
県
大
迫
町
大
沢
山
部
分
林
）〔訂正〕10'月号本棚(No.535,26頁）で樹種名を誤って

記戦しましたので，次のように訂正いたします。

（調トチュウシャラノキー→（正）トチュウ（杜仲）

林業技術No.5361986.11



瞳価値唖

|#III||ﾘ’

術 'lZ報

研究報告No.6

岡山県林業試験場

昭和60年12月

ロスギ精英樹の生長と形態的特性

ロ新庄村の天然ヒノキの分布に関す

る研究1－家系分析と生長経過を

もとにしたヒノキの天然林か否かの

判定

ロマツノマダラカミキリの個体数変

動とその要因

ロトリコデルマ菌類の生態と防除に

関する研究Ⅱ－シイタケほだ木を

侵かすトリコデルマ菌類の生態

ロマツタケ増殖技術開発に関する研

究Ⅲ－アカマツ林に生息する放線

菌及び細菌の抗菌性

試験研究報告第28号

鳥取県林業試験場

昭和60年12月

口下刈作業の省力化に関する研究’

一ササに対するテトラピオン剤の

減鮭散布結果について

口薬剤単木処理によるマツ枯損防止

に関する研究(I)一一土壌施用に

よる材線虫病予防効果

口盤石山の森林植生

ロスギプラス木の耐陰性

島根県林業技術センター研究報

告第37号

島根県林業技術センター

昭和61年3月

〔論文〕

口襖層林の造成技術に関する研究

（Ⅱ）－その後の経過と2回目の

ぬき伐り

口枝打ち技術に関する研究（Ⅲ）

※ここに紹介する資料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ

るようお願いいたします。’'''''''''1’
－スギ品種別試験

ロスギカミキリ加害に対するスギ抵

抗性判別法の検討一樹皮形態，針

葉型およびアイソザイム分類型とス

ギカミキリ被害との関係

ロ島根県の緑化樹木苗畑における病

害実態調査

口構造用製材の強度性能
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施業

口林業における公共選択と合意形成

過程一作業道開設を事例として

口山地流域を対象とした水循環モデ

ルの提示と桐生流域の10年連続日

・時間記録への適用

口林道切取法面の雨水流出

ロ林道の路面浸食について（Ⅵ）

－シミュレーションによる路面浸

食瞳の2，3の検討

口林道の配置計画について（Ⅳ）

一林道|淵設順について

口心拍数からみた山林労働者の歩行

負担－京都大学和歌山演習林にお

演習林報告第57号ける調査例

京都大学農学部附属演習林口枝打ち機械の作業功程について('）

昭和61年1月一上昇速度の増加

ロマツの材線虫病の感染源に関する口林業機械作業における作業者の生

生態学的研究(I)一枯損アカマ理負担に関する研究一枝打ち作業

ツ樹体内における病原線虫の動態について

ロマツの材線虫病の感染源に関するロツインチェーンソーの諸性能につ

生態学的研究（Ⅱ）－非激害型アいて一使用に伴う振動加速度値の

カマツ林分におけるマツノマダラカ推移

ミキリの生態とその駆除方法につい丸□黎明期ナショナル・パークについ

てての‘|背報とその紹介者たち

口京都大学芦生樹習林のブナ天然林ロハリエンジュの形成層とその派生

における低木の個体群椛造について細胞の3次元的解析への試み

ロヒノキ林の物質生産と同化部分へ口傷害に対するスギ木部放射柔細胞

の生産物配分の初期の反応一変色と細胞内容物

口森林の純生産量と同化部分への生の季節的変化

産物配分ロミズナラの乾燥過程におけるアコ

ロ和歌山演習林におけるモミ，ツガ一スティック・エミッション

林の生産力調査一第7報9林班ロミクロフィブリレーテッドセルロ

学術参考林一スクリスタリッ卜の配向挙動

口冷温帯下部天然生林の更新技術Ⅲロスギ生材のペクチナーゼ処理によ

－－伐採後20年を経過した林分のる浸透性の向上

更新状況ロスギ間伐材へのレゾール型フェノ

ロ芦生演習林人工林洲査’一スギ－ル樹脂初期縮合物の吸着性と吸藩

人工林における調査地設定時の状況処理の材質に及ぼす効果

ロマッ属の生育におよぼすマツノザロ牒境指標としての降水中の微蹴元

イセンチュウの影轆素

口京都市近郊における天然林ヒノキ

・アカマツ混交林の林分構造と風致

林業技術No.5361986.11
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に
山
か
ら
姿
を
消
す
。
し
ら
は
ま

Ｆ
は
観
光
地
の
白
浜
温
泉
で
調
理
士
の
見
習
い
に
入
っ

た
。
す
で
に
二
十
四
歳
だ
っ
た
が
、
は
じ
め
は
年
下
の
板

前
に
ア
ゴ
で
使
わ
れ
な
が
ら
大
根
洗
い
ば
か
り
を
さ
せ
ら

れ
て
い
る
と
聞
い
た
。

私
の
従
兄
の
Ｍ
も
二
十
五
歳
な
が
ら
、
姉
を
頼
っ
て
大

阪
へ
出
て
、
ミ
シ
ン
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
な
ど
を
経
験
し
た

後
、
あ
る
大
手
の
運
輸
会
社
に
就
聯
し
た
。

ま
た
平
野
部
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
森
林
組
合
や
膿
協

の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
者
も
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
と

I

(画・筆者）

私
は
小
屋
の
軒
先
の
洗
面
所
の
付
近
に
植
え
ら
れ
た
二

本
の
松
を
見
た
。
か
つ
て
Ｆ
技
師
が
試
験
的
に
植
え
た
テ

ー
ダ
マ
ッ
で
「
今
で
は
両
腕
で
抱
か
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど

に
太
っ
て
い
る
。
西
ン
谷
の
山
は
土
地
も
よ
く
肥
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
よ
い
山
林
を
つ
く
っ
て
後
世
に
残
す
こ
と

が
ボ
ク
の
生
き
が
い
な
ん
だ
、
と
、
そ
れ
が
口
癖
だ
っ
た

が
ん
し
ょ
う

Ｆ
技
師
、
私
は
松
の
幹
を
な
で
な
が
ら
、
小
柄
で
敏
捷
だ

ほ
う
ふ
つ

っ
た
Ｆ
さ
ん
を
妨
沸
と
し
て
思
い
浮
か
べ
る
。
ま
た
洗
面

所
の
ま
わ
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
道
具
を
研
い
で
い
た
仲
間

や
自
分
の
若
か
り
し
日
の
姿
を
も
で
あ
る
。

こ
ろ
も
業
務
の
拡
大
を
図
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
地
元

で
再
就
職
し
た
者
は
七
名
、
町
外
へ
出
た
者
は
九
名
だ
っ

た
。

結
果
、
我
々
の
作
業
班
で
ほ
、
三
十
五
年
に
二
十
三
名

を
擁
し
た
の
が
、
三
十
八
年
に
は
七
名
と
、
三
分
の
一
以

下
に
激
減
し
て
い
た
。
こ
の
比
率
は
全
国
の
山
村
に
あ
て

は
ま
る
だ
ろ
う
。
労
賃
は
急
上
昇
し
て
お
り
、
ま
た
「
椛

造
改
善
事
業
」
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
人
材
流
失
の
歯
止
め
に
は
ま
っ
た
く
な
ら
な
か
っ
た

の
だ
。
現
場
に
残
っ
た
七
名
は
、
い
ず
れ
も
山
村
に
し
て
は
ま

と
ま
っ
た
田
畑
を
所
有
す
る
と
と
も
に
、
家
を
継
が
ね
ば

な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
我
々
は
人

手
の
足
り
な
い
分
を
、
里
の
中
高
年
層
の
労
働
者
の
助
け

も
借
り
な
が
ら
、
造
林
を
続
け
た
。
毎
年
二
○
’
四
○
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
植
え
て
、
四
十
年
に
は
総
而
職
一
八
○
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
、
崖
な
ど
植
林
不
可
能
な
部
分
を
除
く
一

五
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
完
了
し
た
。

だ
が
今
、
西
ン
谷
は
人
々
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
場
所
だ
と

私
は
感
じ
る
。
そ
の
一
つ
は
林
道
が
な
い
た
め
に
、
め
っ

た
に
人
間
が
入
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
自
分
の
青

春
を
埋
め
た
山
が
、
乱
暴
な
工
事
な
ど
に
荒
ら
さ
れ
ず
に

昔
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
う
れ
し
い
。
し
か
し
い
ま

一
つ
、
肝
心
の
山
林
の
手
入
れ
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
は

残
念
だ
。

い
や
、
一
年
ほ
ど
前
に
除
伐
を
し
た
形
跡
は
あ
る
。
だ

が
そ
れ
は
ご
く
一
部
分
で
、
別
の
場
所
で
は
も
う
何
年
も

放
置
さ
れ
、
雑
木
が
杉
や
槍
よ
り
も
上
に
伸
び
、
ま
た
塗

が
か
ら
ま
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
毎
年
ま
た
は
隔
年
ぐ

ら
い
で
除
伐
を
行
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
わ
ず
か
な
面

積
な
の
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
広
い
範
囲
に
手
を
入
れ
る
に
必

要
な
予
算
が
計
上
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
一
方
で

は
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
の
だ
。

除
伐
だ
け
で
は
な
く
て
、
間
伐
も
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い

時
期
に
き
て
い
る
。
山
林
全
体
が
樹
齢
二
十
’
二
十
数
年

と
い
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
だ
が
間
伐
に
は
ま
っ
た

く
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
た
め
に
せ
っ
か
く
除
伐
が

あ
が
っ
た
林
で
も
、
木
と
木
は
せ
め
ぎ
合
っ
て
、
細
い
ま

ま
で
伸
び
、
下
枝
が
枯
れ
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
ま
と
も
な
山
林
に
は
な
る
ま
い
。

Ｆ
技
師
の
情
熱
も
、
我
々
の
青
春
の
日
の
汗
も
忘
れ
ら

れ
、
む
だ
な
も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
材
木
は
国
の

大
切
な
資
源
で
す
」
と
い
う
西
ン
谷
口
の
看
板
も
泣
い
て

い
る
。
と
い
っ
て
私
は
一
営
林
署
だ
け
を
責
め
る
の
で
は

な
い
。
造
林
地
の
荒
廃
は
い
ま
や
全
国
的
な
状
況
だ
か
ら

で
あ
る
。
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
岡
の
施
策
な
の
だ
。
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日
米
安
保
改
定
を
め
ぐ
る
騒
動
や
、
石
炭
や
木
炭
産
業

ち
ょ
う
ら
く

の
凋
落
と
と
も
に
、
い
ま
一
つ
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

の
は
、
い
わ
ゆ
る
経
済
の
高
度
成
長
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ

も
こ
の
三
つ
の
大
き
な
出
来
事
は
根
幹
で
は
一
つ
の
も
の

だ
っ
た
と
も
い
え
る
。

安
保
騒
動
で
倒
れ
た
岸
内
閣
に
替
わ
っ
て
登
場
し
た
池

田
内
閣
は
「
所
得
倍
増
」
と
い
う
旗
印
を
掲
げ
て
積
極
的

な
財
政
巡
営
を
行
っ
た
。
特
に
工
業
生
産
の
部
門
で
設
備

の
近
代
化
と
飛
躍
的
な
生
産
力
の
増
大
が
図
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
工
業
製
品
の
大
量
輸
出
と
、
農
林
産
物
の

外
国
依
存
と
い
う
現
在
に
い
た
る
経
済
機
造
は
、
こ
の
時

代
に
確
立
さ
れ
た
。

こ
の
経
済
の
高
度
成
長
は
我
々
の
山
村
に
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
。
そ
の
現
象
的
な
例
を
い

く
つ
か
拾
っ
て
み
よ
う
。

私
ど
も
の
作
業
班
が
森
林
組
合
か
ら
資
金
を
借
り
て
、

一
台
ず
つ
単
車
を
購
入
し
た
の
は
昭
和
三
十
五
年
で
あ
っ

た
。
免
許
取
得
の
た
め
の
勉
強
も
こ
の
西
ン
谷
の
山
小
屋

の
ラ
ン
プ
の
明
か
り
の
下
で
行
っ
た
。
つ
ぎ
に
共
同
で
中

古
の
自
動
車
を
持
っ
た
の
は
四
十
二
年
だ
っ
た
が
、
激
変

は
実
に
こ
の
数
年
の
間
に
起
き
た
の
で
あ
る
。

腱
林
漁
業
に
お
け
る
「
構
造
改
善
事
業
」
が
発
足
し
た

山
峡
の
譜

西
ン
谷
ｌ
高
度
経
済
成
長
の
こ
ろ
、

宇
江
敏
勝

の
が
、
こ
の
時
期
だ
っ
た
。
林
業
の
現
場
で
は
輸
入
外
材

に
対
応
し
、
ま
た
生
産
性
の
向
上
を
図
る
手
段
と
し
て
、

林
道
の
建
設
を
進
め
、
伐
採
や
運
材
の
面
で
も
機
械
化
を

図
ろ
う
と
し
た
。

い
つ
ぽ
う
山
村
家
庭
に
も
電
化
製
品
が
入
っ
て
く
る
。

白
黒
の
テ
レ
ビ
を
初
め
て
見
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
だ

が
、
前
後
し
て
洗
濯
機
・
掃
除
機
・
冷
蔵
庫
な
ど
も
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。
続
い
て
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
さ
ら
に
電
話

も
普
及
し
た
。

交
通
機
関
の
発
達
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
生
活
の
近
代
化

は
、
山
村
の
人
々
に
対
し
て
、
街
の
暮
ら
し
を
も
身
近
な

も
の
に
感
じ
さ
せ
た
。
特
に
テ
レ
ビ
の
出
現
は
、
情
報
を

ナ
マ
の
ま
ま
で
即
座
に
伝
え
て
く
る
と
い
う
点
、
は
な
は

だ
刺
激
的
で
あ
り
、
若
者
た
ち
を
都
市
な
ど
へ
引
き
付
け

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

私
ど
も
の
作
業
班
か
ら
最
初
の
一
人
が
辞
め
て
い
っ
た

の
は
三
十
六
年
の
暮
れ
で
あ
っ
た
。
ま
だ
十
代
の
少
年
だ

た
な
ぺ

っ
た
Ｎ
は
、
突
然
に
田
辺
市
の
製
菓
会
社
へ
就
職
が
決
ま

っ
て
、
代
わ
り
に
母
親
が
山
小
屋
へ
残
さ
れ
た
蒲
団
や
道

具
を
取
り
に
来
た
。

年
が
明
け
て
や
は
り
十
代
だ
っ
た
Ｙ
と
Ｋ
も
、
と
も
に

和
歌
山
へ
工
員
と
店
員
に
な
っ
て
去
っ
た
。
こ
の
二
人
を

ペ
ア
と
し
て
思
い
出
す
の
は
、
互
い
に
よ
く
け
ん
か
し
た

か
ら
で
あ
る
。
あ
る
と
き
は
地
栫
え
の
最
中
に
、
木
を
落

と
し
か
け
ら
れ
た
と
か
で
立
ち
回
り
を
お
つ
ば
じ
め
た
。

二
人
は
腕
力
で
は
優
劣
が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の

と
き
は
Ｋ
が
倒
れ
た
拍
子
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
タ
ナ
の
木
の

間
に
挟
ま
っ
て
抜
け
な
く
な
り
、
Ｙ
に
一
方
的
に
殴
ら
れ

た
。
魑
気
工
の
見
習
と
な
っ
て
大
阪
へ
出
た
Ｓ
に
も
思
い
出

は
あ
る
。
あ
る
夜
彼
は
、
山
小
屋
で
酒
に
酔
っ
ぱ
ら
っ
た

う
え
、
里
の
女
友
達
の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
出
か
け
た
。
そ

の
夜
は
雪
が
降
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
Ｓ
の
こ
と
が

心
配
に
な
り
、
私
と
も
う
一
人
が
懐
中
電
燈
を
照
ら
し
て

後
を
追
っ
て
み
た
。
は
た
し
て
Ｓ
は
五
本
松
へ
登
る
途
中

で
、
泥
酔
し
て
雪
の
中
に
寝
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
人
は

彼
を
担
い
で
五
本
松
の
峠
を
越
え
、
私
の
家
に
連
れ
込
ん

だ
。
そ
れ
か
ら
湯
を
沸
か
し
、
冷
え
き
っ
た
身
体
を
温
湿

そ
せ
い

布
し
て
、
蘇
生
さ
せ
た
。

Ｔ
は
美
青
年
で
音
楽
好
き
だ
っ
た
。
夜
の
山
小
屋
で
静

か
に
ギ
タ
ー
を
奏
で
て
い
た
彼
も
、
ま
も
な
く
瞬
瀧
温
泉

（
和
歌
山
県
）
の
ホ
テ
ル
に
就
職
し
て
山
を
去
っ
た
。

こ
の
時
代
、
わ
が
国
の
工
業
は
も
ち
ろ
ん
サ
ー
ビ
ス
産

業
で
も
、
好
景
気
を
反
映
し
て
多
く
の
人
手
を
求
め
て
い

た
。
そ
れ
に
応
じ
た
の
が
農
山
漁
村
で
第
一
次
産
業
に
就

労
し
て
い
た
青
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
は
じ
め
は
ま
だ
仕

事
に
も
慣
れ
て
い
な
い
二
十
歳
前
後
の
若
者
が
ま
ず
転
職

し
て
い
っ
た
。
独
身
青
年
で
も
二
十
四
、
五
歳
と
い
う
私

の
年
代
の
者
は
、
自
分
の
里
に
相
応
の
基
盤
が
で
き
て
い

た
か
ら
、
す
ぐ
に
は
動
か
な
か
っ
た
。
だ
が
三
十
七
年
に

な
る
と
、
彼
ら
も
一
人
ま
た
一
人
と
も
ぎ
取
ら
れ
る
よ
う
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跡
嚇 郡

■

瀦
b寺

鞠
四

難§
謬毒
陸'守冒

守
マ
サ

蕊

識 ｌ
や

可静懸､卿
速玉大社のナギ リンホフ・スーパーテヒニカ。ニッコール135ミリレンズ。トライX

鮭玉大社のナギ〕
所在和歌山県新宮市新宮
交通紀勢本綴新宮駅より徒歩10分
大きさ目通り幹周囲約4.5m･樹蔚17.58m・国指

定天然記念物

〔川古のクス〕

所在佐賀県武雄市若木町大字川古
交通筑肥線桃川駅よりパスまたはタクシー

大きさ聯周囲13.40m・樹高25m･国指定天然妃
念物

は
や
た
童

奴
速
玉
大
社
の
ナ
ギ
ー
熊
野
の
御
神
木

ナ
ギ
の
木
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
関
東
地
方
の
、
あ

る
お
寺
の
境
内
で
あ
っ
た
。
幹
回
り
二
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ

た
ろ
う
か
、
残
念
な
が
ら
老
衰
の
た
め
か
枝
は
ほ
と
ん
ど

切
ら
れ
裸
同
然
の
姿
で
、
折
か
ら
の
夕
日
に
照
ら
さ
れ
、

赤
々
と
輝
い
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

ナ
ギ
は
マ
キ
科
の
植
物
で
、
温
暖
な
地
を
好
み
関
東
以

北
で
あ
ま
り
見
る
と
と
が
な
い
の
で
、
東
北
生
ま
れ
の
私

に
は
な
じ
み
が
な
か
っ
た
。
た
だ
竹
柏
と
書
い
て
ナ
ギ
と

な
署

読
む
と
の
木
に
は
、
な
に
か
謎
め
い
た
も
の
を
感
じ
て
い

た
。
春
日
神
社
の
境
内
に
は
ナ
ギ
の
純
林
が
あ
る
。
林
の
中

に
入
っ
て
み
た
。
密
生
し
て
い
る
た
め
大
木
が
少
な
く
、

ま
だ
若
い
ナ
ギ
林
？
と
直
感
的
に
思
っ
た
が
、
調
査
資
料

に
よ
る
と
、
周
囲
一
・
四
八
メ
ー
ト
ル
の
ナ
ギ
の
年
輪
は

三
四
一
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
し
て
三
・
九
メ
ー

ト
ル
の
樹
齢
を
考
え
る
と
約
一
○
○
○
年
に
な
る
と
い

う
。
こ
の
ナ
ギ
樹
林
は
自
然
林
で
は
な
く
、
最
初
に
植
え

ら
れ
た
の
は
奈
良
朝
の
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い

る
。
速
玉
大
社
の
社
殿
に
向
か
っ
て
左
前
の
広
場
に
あ
る

ナ
ギ
の
巨
樹
は
、
目
通
り
周
囲
四
・
五
メ
ー
ト
ル
。
平
重

盛
の
手
植
え
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
春
日
神
社
の
例
か

ら
す
れ
ば
、
一
○
○
○
年
以
上
に
な
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ナ
ギ
は
一
本
に
見
え
る
が
五
’
七
本
の
ナ
ギ
が
合

着
し
た
の
で
は
？
と
み
ら
れ
て
お
り
、
幹
の
肌
は
一
見
、

ネ
ズ
コ
の
よ
う
な
針
葉
樹
を
思
わ
せ
る
が
、
葉
は
ま
さ
に

広
葉
樹
。
熊
野
の
御
神
木
で
あ
る
こ
の
ナ
ギ
合
着
木
は
す

べ
て
雄
株
で
あ
る
と
い
う
。
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川
古
の
ク
ズ私

の
古
樹
巡
礼

ニ
コ
ン
。
ニ
ッ
コ
ー
ル
ニ
十
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下
弘

か
わ
ご

別
川
古
の
ク
ス
ー
ｌ
観
音
像
を
幹
に
も
つ
老
樹

佐
賀
県
地
方
に
は
昔
か
ら
ク
ス
の
巨
木
が
繁
茂
し
て
い

た
ら
し
い
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
命
が
巡
幸
の
折
に
、
こ
の

様
を
見
て
か
ら
こ
の
地
を
「
栄
城
」
と
呼
ぶ
習
わ
し
に
な

っ
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

望
わ
腓
齢
を
重
ね
た
巨
樹
に
は
、
神
話
や
伝
説
が
付
き
物
で
あ

る
が
、
三
○
○
○
年
の
樹
齢
を
も
つ
と
伝
え
ら
れ
る
こ
の

ク
ス
ノ
キ
ほ
ど
克
明
な
証
拠
を
も
つ
木
は
珍
し
い
。

こ
ぶ

根
元
は
癌
状
に
な
っ
て
お
り
、
西
南
側
は
傾
斜
し
、
東

北
側
よ
り
低
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
幹
の
埜
部
に
観
音
像

が
彫
ら
れ
た
跡
が
歴
然
と
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

伝
承
に
よ
る
と
、
今
か
ら
一
○
○
○
年
ほ
ど
前
の
聖
武

天
皇
の
こ
ろ
行
基
上
人
が
根
元
の
堂
に
泊
ま
り
、
一
夜
の

う
ち
に
、
三
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
観
音
像
を
聯
に
彫
っ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
生
き
て
い
る
樹
の
幹
に
刻
み
つ
け

る
と
い
う
こ
と
は
残
酷
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
幹
に
鎌
を
打

ち
つ
け
続
け
、
全
身
、
針
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
な
っ
て
つ
い

に
枯
死
し
た
能
登
半
島
の
「
鎌
宮
の
タ
ブ
」
と
同
じ
く
、

な
に
か
宗
教
上
の
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
そ
の
観
音
像
も
明
治
初
年
ご
ろ
、
山
伏
に
よ

っ
て
削
り
取
ら
れ
た
と
い
う
。
な
ん
の
理
由
で
山
伏
が
削

り
取
っ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
今
で
も
そ
の
観
音
像

の
輪
郭
は
、
肉
眼
で
は
っ
き
り
識
別
で
き
る
。

幹
は
三
大
枝
に
分
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
枝
張
り
も
あ

ま
り
大
き
く
な
く
、
樹
勢
も
盛
ん
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

老
ク
ス
の
基
部
に
深
々
と
刻
ま
れ
た
観
音
像
が
、
樹
勢

を
そ
ぐ
大
き
な
原
因
と
な
っ
た
と
す
れ
ば
…
：
．
。
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お
、
一
刀
彫
と
は
、
ノ
ミ
ま
た
は
小
刀
で
大
振
り
に

削
っ
た
ま
ま
で
、
紙
や
す
り
な
ど
で
仕
上
げ
な
い
木

の
彫
刻
の
こ
と
で
、
岐
阜
県
高
山
の
一
位
一
刀
彫
、

伊
勢
や
奈
良
の
一
刀
彫
、
香
川
県
高
松
の
讃
岐
一
刀

彫
が
有
名
で
あ
る
。

種
類
お
鷹
ぽ
つ
ぼ
（
騰
山
公
の
徳
に
あ
や
か
る
）
、

獺
（
早
起
き
）
、
蘇
民
将
来
（
家
運
隆
盛
、
疫
病
除

け
）
、
鶴
・
亀
（
長
寿
）
、
恵
比
寿
、
大
黒
（
福
徳
円

満
）
、
せ
き
れ
い
（
子
孫
繁
栄
）
、
餅
つ
き
兎
（
努
力

勤
勉
）
、
笠
か
む
り
農
夫
（
勤
労
、
健
康
）
、
け
ず
り

製造工程

/~、門戸同同同同／~、
乾上

皮
む
き

罰原 絵彫 製二
度
皮
む
き

付

弛
脚
け
一

り
一

り
一

煙
む
き
一

燥
一

む
き
一Ｊ 燥木 り けり

口
印

花
（
笹
野
花
と
も
呼
ば
れ
、
冬
季
に
生
花
の
代
用
と

し
て
神
仏
に
供
え
る
も
の
で
、
菊
、
牡
丹
、
椿
な
ど

が
あ
る
）
。
な
お
、
蘇
民
将
来
と
は
、
奈
良
時
代
の

『
備
後
風
土
記
』
に
出
て
く
る
人
物
の
名
で
、
道
に

迷
っ
て
困
っ
て
い
た
燕
謹
職
蕊
を
歓
待
し
た
蘇
民
将

来
が
、
尊
の
お
告
げ
に
よ
り
、
そ
の
後
疫
病
が
流
行

す
る
た
び
に
「
蘇
民
将
来
子
孫
」
の
門
標
を
掲
げ
て

厄
を
免
れ
た
と
い
う
、
神
の
遍
歴
伝
説
か
ら
生
ま
れ

た
お
守
り
で
、
笹
野
と
同
じ
よ
う
な
柱
筒
状
の
も
の

は
、
宮
城
県
仙
台
の
木
下
薬
師
、
埼
玉
県
飯
能
の
竹

寺
、
長
野
県
上
田
の
八
日
堂
薬
師
に
も
あ
る
。

特
色
モ
チ
ー
フ
の
感
じ
を
、
削
り
か
け
と
い
う
技

法
か
ら
と
ら
え
た
、
木
の
郷
土
玩
具
と
し
て
珍
し
い

も
の
で
、
技
術
的
に
も
優
れ
、
地
方
色
豊
か
に
表
現

し
た
も
の
で
あ
る
。

沿
革
笹
野
一
刀
彫
は
、
米
沢
市
笹
野
に
あ
る
笹
野

千
手
観
音
の
縁
日
（
一
月
十
七
日
）
に
売
ら
れ
る
縁

起
物
の
郷
土
玩
具
で
、
そ
の
笹
野
千
手
観
音
は
、
大

同
二
年
（
八
○
七
）
建
立
さ
れ
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
東

夷
征
伐
の
際
、
戦
勝
を
祈
願
し
た
と
い
う
。
笹
野
一

刀
彫
は
建
立
当
時
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る

が
定
か
で
は
な
い
。
笹
野
の
裏
山
に
は
ア
イ
ヌ
の
遺

跡
が
今
も
保
存
さ
れ
て
お
り
、
削
り
か
け
の
技
法

が
、
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
イ
ナ
ウ
と
い
う
技

法
と
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
信
仰
的
な
技

法
の
遺
習
が
伝
わ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
ま
た
、

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
ご
ろ
十
代
藩
主
の
上
杉
騰
山

が
、
領
内
の
産
業
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
農
民
の
副

業
に
奨
励
し
、
今
日
に
伝
わ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

と
り

る
。
な
お
、
昭
和
四
十
四
年
酉
年
の
年
賀
切
手
の
図

案
に
、
雄
鶏
の
笹
野
一
刀
彫
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

原
材
料
コ
シ
ア
ブ
ラ
（
地
元
で
は
ア
ブ
ラ
ン
コ
と

呼
ん
で
い
る
。
ウ
コ
ギ
科
の
落
葉
喬
木
で
、
材
は
白

色
で
軟
か
く
、
割
裂
し
や
す
い
。
鉋
削
り
し
た
材
面

に
は
よ
い
光
沢
が
あ
る
）
。
サ
ワ
グ
ル
ミ
（
俗
称
ヤ

マ
ギ
リ
。
ク
ル
ミ
科
の
落
葉
喬
木
で
、
広
葉
樹
の
中

で
は
、
軽
く
て
軟
ら
か
い
白
色
材
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
。
加
工
し
や
す
く
、
か
つ
て
は
キ
リ
の
代
用

と
し
て
盛
ん
に
げ
た
材
と
し
て
使
わ
れ
た
）
。

製
造
技
術
技
法
そ
の
も
の
は
簡
単
で
、
軟
ら
か
く

て
白
い
木
肌
の
材
料
を
一
二
○
’
一
五
○
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
の
丸
棒
に
し
、
上
皮
を
む
い
て
三
’
五
カ
月
自

然
乾
燥
し
て
か
ら
二
番
皮
を
む
く
。
こ
れ
を
小
刀
や

サ
ル
キ
リ
、
チ
ヂ
レ
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
刃
物
で
、

素
朴
な
彫
り
と
削
り
か
け
を
す
る
が
、
削
っ
た
部
分

に
丸
味
を
つ
け
、
次
々
に
巻
き
上
げ
て
反
り
返
っ
た

感
じ
に
す
る
。
薄
く
ま
た
は
細
く
削
り
、
反
り
返
っ

た
よ
う
に
す
る
に
は
相
当
の
熟
練
が
必
要
で
あ
る
。

絵
付
け
は
、
赤
、
緑
、
黒
を
主
と
し
た
簡
素
な
絵
を

施
す
。生

産
地
米
沢
市

生
産
規
模
○
企
業
数
六
五

○
従
事
者
数
六
五
人

○
年
生
産
額
六
○
○
○
万
円

組
合
○
笹
野
彫
協
同
組
合
〔
〒
九
九
二
’
一
四

山
形
県
米
沢
市
大
字
笹
野
電
話
○
二
三

八
’
二
九
七
五
〕
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全
国
伝
統
的
工
芸
耐
セ
ン
タ
！
主
任
相
談
員

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

伽列：けずり花(左)，かちどき鳥(尾長鳥・右）後列：鶏佐)，お鷹ぽっぽ(右）

g ｡笹野一刀彫

木
を
削
る
の
に
「
削
り
か
け
」
と
い
う
特
異
な
削

り
方
が
あ
る
。
小
刀
で
一
方
か
ら
薄
く
削
っ
て
い
っ

て
途
中
で
や
め
る
。
し
た
が
っ
て
削
ら
れ
た
小
片
の

一
方
は
ま
だ
元
の
木
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
削
ら
れ

た
小
片
は
反
っ
た
り
、
丸
ま
っ
た
り
す
る
。
一
月
十

五
日
の
小
正
月
に
、
神
社
や
神
棚
や
戸
口
な
ど
に
供

え
る
削
り
か
け
の
飾
り
棒
は
、
紙
が
一
般
に
普
及
す

る
ま
で
は
、
御
幣
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。

道
祖
神
の
祭
り
に
、
こ
の
棒
で
女
性
の
お
尻
を
た
た

く
と
、
男
の
子
が
授
か
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

り
、
嫁
た
た
き
棒
、
は
ら
め
ん
棒
、
は
い
た
け
棒
、

祝
い
棒
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
棒
は
安
産

と
同
時
に
金
持
ち
に
な
る
と
も
い
い
、
正
月
を
祝
う

も
の
と
し
て
古
く
か
ら
伝
わ
り
、
作
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

様
式
は
土
地
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
用
途
、
目
的
に

よ
っ
て
相
違
が
あ
る
。
削
り
か
け
は
、
文
献
に
よ
れ

ば
東
京
、
北
越
地
方
や
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
の
作
品
に

見
ら
れ
、
地
方
に
よ
り
ハ
ナ
、
ホ
ダ
レ
、
稲
の
花
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。

削
り
か
け
の
転
化
し
た
も
の
に
、
一
般
に
笹
野
一

刀
彫
と
い
わ
れ
て
い
る
笹
野
彫
と
木
う
そ
が
あ
る
。

と
も
に
信
仰
を
背
景
と
し
た
玩
具
で
、
神
事
の
用
具

か
ら
転
じ
て
、
開
運
の
縁
起
物
と
さ
れ
、
ま
た
、
愛

好
家
の
間
で
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
木
う
そ
は
、
全
国

の
天
神
様
で
正
月
に
行
わ
れ
る
「
う
そ
替
え
」
の
神

事
に
用
い
ら
れ
、
福
岡
県
の
太
宰
府
、
大
阪
市
の
住

吉
、
東
京
の
蝿
戸
の
天
満
宮
の
が
有
名
で
あ
る
。
な
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農林潟壽

知床国有林の森林施業

知床国有林の森林施業は，北見営

林支局管内の知床国立公園・第3種

特別地域を主体とする1,70011aの森

林を対象として，昭和61年度から

向こう10年間で2万I1fのミズナラ

等の広葉樹を中心とした収漣と，広

葉樹等の植込みを含む天然更新作業

により獅林造成を行うものである。

今年度から出発した鮒5次網走地

域施業計画に韮づく施業ではある

が，第4次計画でもほぼ同様の地域

に対し，トラクター集材による択伐

率20％の計画が樹立されていた。

しかし，この計画は，トラクター作

業に必要な作業道等の作設により，

|遼瀧錬蕊識難騨添繊赫蕊I

林業労働賃金と

山元立木価格

材価の低迷，経営没の増加等によ

り，林業生産活動が停滞している。

森林所有者が，伐採・造林等を行

サケ漁等が行われているオホーツク

海の海水面汚濁のおそれがあるな

ど，地元からの強い反対を受け，57

年9月に本計画の実行を見合わせる

ことが北見営林支局から明らかにさ

れていた。

このような経緯を経て，第5次計

画はヘリコプター集材方式を採用す

るとともに，知床の自然環境の保

全，希少鳥類の生息環境にも配慮

し，択伐率5％程度と普通行われて

いる択伐からするときわめて控えめ

な計画とした。

この計画に対して，地元斜里町や

環境庁は同意していたが，自然保謹

う動機はさまざまであるが，伐採す

ることによって得られる収入と，そ

の後の造林費用は，大きな因子と考

えられる。

山元立木価格は，この30年間で，

スギについては3．7倍，ヒノキにつ

いては6．6倍となった。一方，労賃

は17.6倍と大きく上昇している。

さらに細かく見れば,30年代は，

林業労働賃金と山元立木価格の推移

団体から，①わが国のナショナルト

ラスト運動の発祥の地である「知床

100派運動」隣接地を伐採するのは

納得できない，②シマフクロウ等の

希少鳥類が生息している地であり，

伐採が生態系にどのような影響があ

るか明確なデータもないまま伐採す

ることは納得できない，等の反対運

動が続けられている。

営林支局と自然保洪団体との話し

合いが糖力的に続けられたが，両者

の主張が平行線のため，9月20日

に地元斜里llu.長の仲介案が示され，

動物洲査を早急に実施し，この結果

を踏まえた施業を行うこととされ

た。

施業予定地1,70011aを3つのブロ

ックに区分し,Aブロック（約220

ha)を今年の秋および明年の2月に

営巣木確認と鳴き声による生息確認

を行い，この結果を踏まえ61,62年

I

山元立木価絡，労賃とも上昇する

が，おおむね山元立木価絡の上昇率

が高かった。40年代も，山元立木

価絡，労賃とも上昇するが，労賃の

上昇が山元立木価格の上昇を上回る

ようになる。40年代の末には，材

価が急鵬したが，労賃についてもそ

れに近い水準で上昇した。50年代

に入ると，労賃は引き続き上昇した

(単位：円/日，円/nf)

－－に処 SOl3514Ol4515Ol5515615715815'
4,51538196711.72714,,3216,2,016,609I6,89711,099｣_,,306

労貧|(166)|(Y;;)'(")|(｡4T8)|('655)'(Y:")|(Y:553)'(I;"|(i;7ii)I(';760)

”1￥淵淵柵脇|剛淵)糊)剛柵)剛
山

立

“上'・淵《'淵|脇鵠淵)淵脇|側洲|僻》
木

格

綴杢姦蕊|睾躍1発，菫：：：：：；菫：：菫
資料：農林水産省「農村物価賃金統計｣，財団法人日本不動産研究所｢山林素地及び山元立木価格調｣,林野庁業務黄料
注：1）労衝は「腿村物価霞金統計」林業雇用労賃嘘時雇）の造休(男)である。ただし，30年，35年は林野庁

業務資料による
2）（）内は30年を雛準とした指数である
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三度の両年度で適正な施業を行う。

また,Bブロック（約68011a),

Cブロック（約740ha)は，それ

ぞれ，62年度および63年度に調

査を行うが，61年度の動物の渦

査に加えて，新しい制度である

腔物遺伝資源保存林」の設定に

向けた調査も加えて行うなどの調

査方針が10月17日に林野庁（北

見営林支局）から明らかにされ

た。

知床問題は，とりあえず明年2

月まで冷却期間が置かれることと

なったが，自然公園内の森林施業

という問題を通して，国有林特会

制度のあり方等，多くの課題を提

起したといえる。
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東 京郊外（武蔵野）にみられる屋敷林三
＝

ヨウ(屋敷林）林政拾遣抄カイ 二二
＝

ニ

ョウであった。 畠
こんな陛活の森」として，人々冒

1＝

の暮らしの中にしっかりと定着して匡
冨

きた屋敷林であったが，生活のしか旨
＝

たが変わるにつれて，現在では邪魔言
＝

物視さえされ始めている。昭和50言
＝

＝

年の砺波市立図書館の調査によれ言
＝

ば，健康によくない，落葉の処理に冒
三

困る，日陰になる，手入れがたいへ三
＝
＝

んだ，強風時に被害があるなどの理言
＝

由から，「カイニョウはなくてもよ冒
菖

い」という意見もかなり多かった。ヨ
三i

窓がアルミサッシになって密閉性が三
＝

高くなり，冷暖房の温度管理が行き三
一三

届くようになると，屋敷林の気温調三
＝

節や防風機能に対するプラスの評価言
壹

よりも，管理がやっかいだというマヨ
ー：

イナス面ばかりが大きく取り上げら三
＝

れてきたというわけである。＝三
三

山のないこの地方ではカイニョウ薑
＝
＝

は唯一の「地域の緑の拠点」となっ三
三

ている。滅び行くカイニョウを守る言
言

うという住民運動もあるが,所有者畠
自身が邪魔物視している現状では，皇

＝

その維持,保存は容易なことではな言
＝

い。カイニョウをめぐってこんな問三
＝

ニー

題 が現在生まれている。三
＝

嫡井蓮夫）三
＝

＝

三富山県砺波地方では屋敷林のこと
＝呂

三を「カイニョウ」と呼ぶ。垣内（力
二

三イト，敷地）の中にある林という意
三

三である。十数本のスギのほか，ケヤ
ー

三キ，カシ，ハンノキ，クリ等が1～
三

三2本ずつ植えられている。スギ，ケ
ー
ー

言ヤキ，カシは建築や修理用材に，ハ
三

ミンノキはたきぎに，カキやクリの実
＝

＝

三は食用に供されてきた。スギの葉や
＝

三小枝は燃料に，ハンノキや広葉樹の
＝

三葉は肥料として用いられた。また一
三角にはタケが植えられていた｡作物
＝

三の支柱にタケは有用であった。森林
＝

舅の全くない平たんなこの地方では，
＝

三屋欺林は腿用林の役割をしていたの
＝

言である。
＝

＝

三さらにもう一つ大切な役割があっ
三

三た。防風林として人々の馨らしを守
三

言ったのである。この地方は冬から春
三にかけて，「井波風」と呼ばれる40
三

三m近い冷たい,寒風が吹きすさぷ。
二

三激しく吹きつける氷雪まじりの烈風
＝

三をスギの茂みが防いだのである。東
＝

言から南の方角だけを明けて，まわり
言をぐるりと樹木で覆う。このように
＝

冒麗業用，建築用の資材を供給するほ
壹

言1か，夏の暑さ，冬の寒さを和らげ，
＝

言風や吹雪から守ってきたのがカイニ
ニ
＝

が，山元立木価格については低迷が

続き，55年に上昇しピークを示す

が，56年以降は下落に転じた。つ

まり，現在の林業経営の条件は，30

年代と比較してきわめて厳しいもの

になっている。

しかし，このように製品価絡に対

して人件費の上昇率が高いというの

は，林業のみに見られるものではな

く，あらゆる産業に共通したもので

ある。

問題は，林業においては，人件費

の上昇によるコスト増加を，生産性

の向上により吸収し得なかったこと

にある。もちろん，林業固有の社会

的・自然的制約はあるが，産業とし

ての林業の発展のため，林業経営の

活性化のため，生産性向上への取り

組みの必要性が，改めて痂感させら

れる。

胃'1ⅡⅡⅢIⅢⅡ11Ⅱ11111Ⅱ11Ⅱ111ⅡⅡlⅡHIlⅡⅡ111ⅡⅡIiIiimimnilIⅡIⅡ111川Ⅱ11Ⅱ111ⅡⅡⅡⅡ川ⅡIIiIlⅡⅡⅡⅡⅡ111ⅡⅡ111ⅡⅡⅡⅡIⅡIⅢⅢⅡIlIlIⅡIⅡIⅡIⅡ111Ⅱ111ⅡⅡⅡlⅡ111房
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有名な『西暦2000年の地球』のな

かの森林・林業関係の記述は，世界

に警告を発する意味で価値があった

と思うが，科学的な視点からはきめ

が荒くて，誤解を招くおそれもあ

り，一般向けの話の材料にすること

は推奨しがたかった。しかし，今回

出たこの本の編者が最も力を注いだ

と思われる第I章「世界の森林資源

と林業」は私たち専門の者も安心し

て読める。統計の信頼度についても

念入りに言及されていて，世界の森

林資源の現状と動向に関する分析解

明の書としては，現時点における最

高のものといえる。森林面積一つを

とってみても，各国各地域の数字を

どう読んだらよいか，それらの集計

が正しい意味をなすための配慮な

ど，よく神経が行き届いている。ま

た，植生や生態系の地域差，さまざ

まな住民生活と森林とのかかわり，

経済活動が森林に及ぼすプラスマイ

今から20年前のことになろうか，

今は亡き近藤助先生を講師に，拡

大造林が主流をなしていたときとし

ては珍しく，ブナ林の枝打ちと間伐

をテーマとする某営林局の現地検討

会が開催され，私も参加する機会が

あった。そのとき「中国人の髭」と

いう言葉を聞きました。今回この本

を読んでいるとき思い出し，先生の

著書『澗葉樹用材林作業』(昭26年）

を読み返してみた。「中国人の髭」

なる言葉は，ブナ，ドロノキ，シラ

カンパなど樹皮の平滑な樹種で枝の

残跡によって形成されるものの名称

で，広葉樹の材中の形質の良否を判

断するのに大変高度な情報を提供し

てくれるものであり，枝打ち，間伐

の手引きになるものである。

この『澗葉樹用材林作業』以来，

広葉樹林施業の手引き書の出版は少

なく，広葉樹林施業が遠くに押しや

られていた感がある。広葉樹林施業

が最近の林政の表舞台に登場したの

ナスの作用などが織りなすメカニズ

ムについて，特定の場所の現象を情

緒的にとらえるようなことでなく，

熱帯地域と温帯地域，途上国と先進

国に分けて系統的に掘り下げて説明

してあるので，それらを合わせた世

界全体の森林像と，その減衰・増殖

の動向が総合的に理解できる。秩序

正しい施業が行われれば森林は増殖

されるはずなのに，なぜ東南アジア

の降雨林が荒廃するのか，どうして

アフリカの砂漠が拡大するのか，ま

た，近年クローズアップされている

ヨーロッパの酸性雨の作用らしいも

のの現状など，それぞれの対策を念

頭に置きつつ適切に説明されてい

る。

さらに各国の森林所有と経営形態

について，国有林以外の形態や規模

別分布，経営指導に関する制度の概

要などにも触れ，木材需給・貿易関

係・将来予測なども要領よくまとめ

は，昭和55年に閣議決定された｢森

林資源に関する基木計画」でなかっ

たかと思う。「しいたけ原木確保の

ための萌芽による低林施業及び大径

広葉樹材生産等を目的とする広葉樹

林施業等を推進する」とあり，これ

を契機に林野庁で各種の調査・研究

が実施され，過去の施業地の実態把

握，施業体系の確立に進展がみられ

たところである。

最近，林政審議会等の報告などに

見られるように，広葉樹林施業にス

ポッ1､ライトが当たり続けている。

このような‘悩勢のとき，『広葉樹林

の育成法』が出版されたことは大変

に時宜を得たものであるといえる。

取り上げられている広葉樹林は，ブ

ナ林，ミズナラ林，カンパ林，混生

広葉樹林，シイ・カシ林の5種類と

広葉樹の生長と立地についてであ

る。

国立林業試験場での今までの研究

成果を中心に，現地に適用できる段



られている。

第Ⅱ章「林業分野における国際協

力と我が国の取組み」では，前記の

ような事傭のもとで，先進各国がど

んな形で途上国への援助，協力を行

っているかを概述し，そのなかでわ

が国が受け持っている分野を取り上

げ，第Ⅲ章「世界の森林・林業と我

が国の国際協力の方向」の関係当事

者の座談会とペアで，今後の努力目

標が示されている。地方庁からの国

際協力参加はまだごくわずかである

が，理事者の認識を得るには好個の

材料であろう。

平和裏に経済的繁栄を享受しつつ

あるわが国が，林業分野において世

界に果たすべき役割を正しく理解す

るための必読瞥である。

(林政総合調遜研究所“長．手東平三郎）

階の技術をわかりやすく解説してい

る。ブナ林・カンパ林はほぼ確立さ

れており，特にブナ林の母樹保残木

作業は，長年にわたる国立林業試験

場の地道な努力によるものである。

今後の広葉樹林施薬の中心となる混

生広葉樹林，シイ・カシ林はいまだ

不十分でこれからの研究に負うとこ

ろが大きいと思われる。特に混生広

葉樹林は面稜的に，蓄積的に見ても

重要な位置づけにあり，今後の研究

の進展に期待するところ大である

が，現時点の最良のアプローチが試

みられている。

森林行政担当毒現場担当者など

にとって身近な手引き瞥として利用

できるので，一読をお勧めしたい。

(林野庁研究醤及郷究":ji,紀彦）
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間伐材の需要拡大

全国各地で間伐材の需要拡大へ向

けた努力がなされている。多くの森

林組合で木工品が製作され，ログハ

ウスの開発，販売が始まっている。

しかし，これらの動きがうまく軌道

に乗っているのか，今後乗っていく

のかを考えるとき，若干の不安を感

じる。

従来，森林組合をはじめとして，

林業に関係する人々すべてが，山を

育てることを本分と考え，木製品の

販売は守備範囲をとえたもの，製材

工場，木材業者の範囲と考えていた

’ように思える。実際，建築用材の流

’通体制は，この役割分担によって成

り立ってきたといえよう。しかしな

がら，木工品やログハウスにおいて

は，販売する相手が従来と異なり，

いわば最終消費者である一般市民に

対して売り込むことであり，生産と

’販売を同時に行う立場に立ってい

る。つまり，従来意識する必要の少

なかった，商品販売のノウハウを早

急に身につける必要に迫られている

のだ。

現在注目されている一村一品連動

にしても似たような傾向にあるとい

えよう。商品販売のノウハウを身に

つけることは，短期間では困難であ

り，大分県が成功しているからとい

って，単なる物まねでは失敗する危

‘険が大きい。いわば，工業界におけ
るベンチャービジネスの世界と同様

，の，新商品開発，販売テクニックの
I競争が，林業界にも生じつつあるの

ではないだろうか。

特に｡グﾊ,ｽについては,今年｜
建築基準法の見直しによって，外国’

製ログハウスの建設が可能となっ

た°大径材のﾛダﾊｳｽがキットで｜
輸入されてくるのだ。これに対抗し｜

て間伐材のログハウスを販売してい，

くには，消斑者の購買意欲をそそるI

デザイン，販売価格の設定が必要と！

なってくる。やぼつたい設計，雑な

作りでは，これからの販売競争に負

けてしまう。

このような努力，競争はPRの面

でも同様である。先日，東京近郊の‘

デパートに展示された民間会社のロ

グハウスは，展示およびPRパンフ

レッl､製作に600万円を超す費用を

要していた。外国のログハウスの広

皆は，各種の雑誌はもとより，新聞

にまで登場しつつある。PRの重要

性とノウハウ，販売ルートの開拓，｜

注文に即応できる生産体制等，森林，

組合の修得すべき課題は多い。

このことは，木工品の生産につい‘

ても同様である。各種の補助事業で

ハードにあたる木工施設は整備され

てきているが，商品開発，販売のノ

ウハウ等の裏付けが，いまだ不十分

と思われてならない。

これら，いわばソフト面を，森林

組合の自助努力のみに期待するのは

酷である。間伐材を売るためのソフ

ト面に対する援助が，ハード面の補

助以上に重要になってきていると思

われる。(K.M.)

(この棚は編集委員が担当しています）

一一
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スギ稚苗の組織片からの不定芽

の誘導による幼植物体の再生

国立・林試佐藤亨

日本林学会誌68－9

1986年9月P､389～392

スギメバエのいろいろな組織片を

外#鋤白とした組織培蕊によって不定

芽を誘導し，それらを培謎して発根

苗が得られた。

不定芽の分化のために用いた基本

培地にはWS(WolteralldSkoog)

培地を用い，これにBAP(N6-ベン

ジルアミ，プリン）を10-6,3.16×

10-6,および10-5Mの3段階とし，

“-ナフタリン酢酸(NAA)を加え

ないものと，3.16×10-7Mを加え

たものとを組み合わせて6種類の培

地を用意した。

その結果，組織器官別の分化率が

最も高かったのは幼芽部分で，つい

で胚軸が高く，子葉ではきわめて低

かった。またBAPの濃度が10~6

または3.16×10-6Mでよく分化し，

10-5Mでは低かった。供試メバエ1

本当たりの発根スギ苗条は，処理別

平均で1～11本程度であった。その

苗条数は芽，茎葉分化数に比例し，

また，分化培地に用いたBAP溌度

の低い処理区で多く,BAP濃度が

高くなるにつれて少なくなった。

コジイ林の天然更新と保育技術

林試.九州支場雛宏
山林No.1229

1986年10月P,25～31

西南日本の代表的な自然林はシイ

林であるが，公益的磯能はともかく

林業技術No.5361986.11

林業樹種としてはあまり重視されて

いない。そこで，九州の恵まれた自

然条件を生かす森林はシイ林をおい

てほかにないとの考えのもとに，4

年間調査研究を行った。その結果，

コジイを主とした森林の価値を再認

識し，その将来性を確信することが

できた。ここにその成果の一端が紹

介されている。

以下，コジイ林の更新，保育の現

状を述べ，ついでコジイ林の更新・

保育体系を提示している。コジイ林

は生長が早く，幹形が優れており，

萌芽を主として天然更新が容易であ

るという用材林施業上の長所があ

る。したがって，伐期を短くして集

約な保育作業を行えば30年あまり

で用材を収謹できる。

なお，積極的な広葉樹施業を行う

ための林道網の整備，公益的機能に

対する見返りが林地に還元されるよ

うな制度，除間伐材の新しい利用法

の開発等が必要となってくる。天然

力を利用した，きめこまかい施業が

大切である。

超小型2胴集材機YF-300Wの

開発

静岡県・林試堀内健吾

機械化林業No.394

1986年9月p.32～|36

間伐材搬出に適した小型高性能，

人力で持ち運びできる超小型2胴築

材機（平ドラム2個）を開発し，昨

年11月の現地研修会に実演し好評

を得た。なお開発に当たっては，県

林試がソフト面を，ワイエフ機械開

発（天竜市，機械製造販売メーカ

ー）がハード面（機械仕様，性能な

ど）を担当した。

その特長を見るに，(1)集材機は総

重最88～100kgでエンジン，ミッ

ション，ウィンチ，ベースの4分

割，人力で運搬可能，(2)変速装置は

摺動歯車式，正逆2段で，通常集材

作業は2人，(3)直引力性能は常用作

業で750kg(吊り荷1～3石）以

上は維持，(4)エンジンはロビンガソ

リンエンジン3.5PSを使用,(5)=

ンドレス搬器重量43.6kg(脱着は

ワンタッチ,運搬は人力),(6)吊り上

げ設計能力は300kg(常用作業で

は，この2.0～3.0倍可能)，(7)集材

装置価額は100～110万円（従来の

45～50％）などがあげられ，2人集

材作業によるコスト合理化が大き

い。

シイタケ原木林の育成一コナ

ラ林の林相改良と施肥

茨城県・林試益子義明

森林と肥培No.129

1986年9月P､11～14

シイタケ原木が県外から40彩強

も移入されており，広葉樹二次林は

かって薪炭林として利用されていた

が，その後放置され－部がシイタケ

原木林に利用されているにすぎな

い。こうした現状をふまえ，既存の

広葉樹林をシイタケ原木林に誘導す

るため，林相改良試験，施肥試験等

を進めてきた。その成果について紹

介している。

林相改良試験では，除伐・萌芽整



理の効果は，1年生林分の根元直径

生長量で処理効果があった。萌芽整

理の開始時期については，減少率の

激しい1～2年間は自然淘汰に任

せ，3～4年目ごろから開始するの

が有利である。施肥試験では，コナ

ラに対する施肥効果は林齢，地位の

上~ド，除伐・萌芽整理の有無により

異なった。したがって地位の低い幼

齢林では除伐・萌芽整理後施肥すれ

ば効果が大きい。肥料としては4年

生妹分ではLP尿素入り複合肥料が

効果は大きかった。天然生広葉樹を

シイタケ原木林に誘導するために

は，除伐・萌芽整理とともに施肥が

必要である。

森林浴の効果を樹種ごとに「餅

を使用しての実験」

林業技士・塚本道夫

北方林業No.451

1986年10月p.1～5

森林浴は，香気（フィトンチッ

ド）による殺菌および浄化作用等の

働きにより,いろいろと効果があり，

健旗によいとされている。こうした

香気は肉眼でとらえることはできな

いが，このフィトンチッドが餅のカ

ビ発生を抑えることを利用して，樹

種と餅カビ発生との関係，すなわち

どのような樹種が餅カビの発生を抑

えるか（つまりどのような樹種が有

効な香気を発生するか）を調査し

た。

予期されたとおり，樹木から発散

される香気が餅カビの発生を抑えて

いた。ブイI､ンチッドの発散は，幹

と枝がいちばん多いと思われる。カ

ビ発生抑制力の最も強い樹種，やや

強い樹種，鰻も弱い樹種などがあげ

られている。

皮腐温度に及ぼすカラマツLV

L床の影響

岐阜県・林業センター

戸田清佐ほか

木材工業No.475

1986年10月p.19～21

多くのコンクリートビルは，足腰

の冷えやすいピータイル（プラスチ

ックタイル）床がほとんどである。

そこでセンターの場長室にカラマツ

LVLの床をはり，壁の腰板にスギ

LVLを施工し，居住性の向-上を試

みた。居住性の指標として皮膚温度

の変化を考え，女性被検者の足部数

カ所の温度を測定した。

被検者の感想として，ピータイル

やコンクリートに比べて，歩いた状

態で暖かく美しい，歩きやすく柔ら

かい，など内装にカラマツLVL等

の木質材料を使えば居住性は著しく

|句上する。なお，この場合，腰板を

はったことも好結果を得たと考えら

れる。

近世における鶴見川の治水

東京都・教育庁内田和子

水利科学No.171

1986年10月P.93～122

鶴見川流域は水害常習地で，頻繁

な洪水を受けており，そこには流域

住民による長い治水の歴史が築かれ

ている。本研究は，側見川流域にお

いて近世の洪水と治水の歴史を編む

作業に基づいてその実態を示し，住

民が河川に対してどのような適応を

行い，治水を展開してきたのかを明

らかにすることにあった。

関係諸村は，治水の利害をめぐり

上下流，左右岸の激しい対立と抗争

を繰り返しながらも，大工事の請願

や広流域での河川管理について組合

が結成され，連帯して対処していく

姿勢が認められる。これらの活動の

費用負担，すなわち平生の河川管理
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から訴訟まで諸費用について諸村は

相談と取り決めにより，原則として

村高に応じて負担を行っていた。

簡易作業道の開設技術と投資効

果

岐阜県・林業センター細江銀一

林経協月報No.301

1986年10月p.14～21

木材価格が低迷している現在，ま

ず生産コス|､の低下を図る必要があ

るが，それには路網の整備が先決で

ある。作業道の開設に大型車綱を用

いることは，多額の關設費と管理費

を要する。したがって，到達林道お

よび施業林道の先に最少泌要限度の

作業道（幅員3～4m)を開設し，

その先に簡易作業道(1.5～2.0m)

を500mまでを限度に路綱を躯術す

るという方法が合理的である。

以下，簡易作業道の必要性ならび

に開設技術，安全対策と保全対策，

簡易搬出路と素材生産愛について，

簡易作業道の開設費と開設用機械，

小形歩行式パックホーによる開設工

程，路網と造林面穣，路網と素材生

産費などの表を示して具体的に解説

している。

年輪コースター販売奮戦記
函館営林支局古瀬護

スリーエムマガジンNo.307

1986年10月p.12～14

収入確保の一助として除間伐木，

伐採．搬出支障木等を利用して，年

輪コースター，年輪プレー'､等の製

作．販売に取り組んでいる。これ

は，高度の技術・加工を要しない

し，簡単な施設・器具等で製作でき

るとともに木の良さもアピールでき

る。現在，9品目について製作販

売している（1個100～300円ぐら

い)。

林業技術No.5361986.11
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林 業関係行事一覧
11月

主催団体・会場・行事内容等

新潟県森林まつり実行委員会。新潟県弥彦神社。特別功労者表彰，記

念植樹等，30周年記念行事として新潟県林薬振興大会を開催

澗知営林局。大栃営林署管内治山の森。100周年記念行事として,100

歳グループや分収育林オーナー，ウッドフェア（10/25,26）に65名

を招待

全国森林組合連合会。明治神宮。「明日の森林を考える」をテーマに

林業の活性化，森林の健全な維持，造成を図るための都市住民の支援

のあり方等論議を深め，国民参加の森林づくりを行うための方策につ

いて考察する

愛知県銘木協同組合・名古屋市。木魂塔建立17周年を記念し，全国

各地より優良銘木素材ならびに製品を集め，製品市，棄材市を行う

自治省・香川県・高松市｡高松市(県庁ホール)。地方公共団体におけ

る緑化通勤を盛り上げる。テーマ｢身近な緑，きのう・きょう・あす」

兵庫県・兵庫県木材需要拡大促進協議会他。姫路市（姫路木材市場)。

県産製材品，間伐製品，木工品の展示即売，住宅相談，木工教室等を

行う

大分県・大分市（長崎屋)。蕊らし，その生活の中に木材等を取り入

れることのすばらしさを一般硝費者にPRする。県内外の優良木等の

紹介，木造住宅の良さのPR等

広島県木材市場協議会。福山木材センター(11/8)，中国合同木材市場

(11/18)。国産材の生産基鑑の強化促進を図るため，全国の優良材を

集荷展示し，優秀材を表彰する

全国銘木述合会。摂津市（大阪銘木市鋤。全国からの銘木を集め，

表彰審査会，記念式典，展示即売を行う

林野庁。腿林水産研修所。テーマ「木材需要拡大について」

区分｜行事名

前柵営林局|新潟県森林まつり

期IM
－

狐.､1

澗知営林局森林浴ツアー 11.2

中 央グリーンシンポジウム11．5

愛知木魂祭記念各地特産優良銘

木展示会

西日本昭和61年度西日本地区緑

化推進シンポジウム

兵服ひょうご木材フェア

８
９
－
》

６
７
８

●

Ｌ
ｌ

ｌｌ

ｌ

ｌ

大

分|陥り織鯛誉お|｣L8~11
広 脇第6回国産材生産猿興なら

びに需要拡大優良木材展示

即売会

国第30回全国銘木展示会

11.8,18

全
中

11.9～13

11.10～15

11.12～14

1113～14

央林業専門技術員一般研修

（総合）

第1回環境科学シンポジウ

ム

昭和61年度林木育種研究

発表会

同特別研究総合班・同実行委員会。東京虎ノ門パストラル。植生，生

態（森林・樹木）21篇他環境科学全般にわたり340筋の発表

林氷育諏協会・日本林業技術協会・国立林業試験鰯。国，公立林木育

種場，林業試験場および県関係職員などから林木育種に関する研究発

表を行う

腿林水産省・林野庁・林試。東京腱林年金会館。荊演①森林計画のた

めの情報処理システムの開発（天野正博)，②林業用山地走行車両の

開発（小沼順一)，③細胞工学によるきのこの品種改良（大政正武)，

④森林の崩壊防止犠構と保全的森林施業（秋谷孝一)，⑤国産中小径

木の製材方式（西村勝美）

函館営林支局・木青協函鎗支部。函館市テーオー小笠原。緑化樹・木

工材料等即売会

山里・ひがしもフォレストピア実行委員会。愛知県足助町公民館。講

演会「木と人｣，人との触れ合いを高めるための木工工作展，親と子
の工作教室，パネル展等

〃

〃

昭和61年度林業試験場研11"14

究成果発表会

〃

函館営林支局森林の市11.15～16

愛知フオ･レストピア86part311.15～16

これからの木材利用と需要

開拓を探る“講演会・木と

くらし展，

中央第25回農林水産祭｢実りの11.15～17

フェスティバル」

全国全国育樹祭11.17

愛媛第27回全国竹の大会愛媛11.26～28

県大会

股林水産省・日本農林漁業握興会。哨海国際見本市会場。臘林水産業

啓発展および全国郷土特産展を行う

国土緑化推進委員会・宮崎県。宮崎県小林市ひなもり台。テーマ「育

てよう豊かな森と木の文化」

全国竹産業連合会，愛媛県，愛媛県竹産業掘興述絡協議会。愛媛県民

文化会館ほか。竹，タケノコと加工産業を考えるシンポジウム，分科
会，大会，展示即売会，現地研修会

林業技術No.5361986.11
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12月

区分｜行率名
福岡'第'7回福岡県椎球品評会

期間

12.3～5

主仙団体・会場・行事内容等

福岡県・県特用林産鑛興会。福岡県自治会鰭。椎却栽培技術の向上と

経営改善に盗するため，県内生産者を対象として品評会を開催

昭和61年度林業技士養成講習・スクーリング研修日程

部 会 場門 期 間

森
森
林
林

林
林
業
業

評
土
機
経

価
木
械
営

11月10(月)～14日（金）

11月18(火)～22日(土）

12月25(火)～29日(土）

12月8（月）～12日(金）

日林協本

木材健保会

日林協本

木材健保会

館
館
館
館

※通信研修レポート（3回実施）の成績が所定の基準に達した受講者は，スクーリング研修

を受講して下さい（最終日には修了試験を行います)。謎成誰習の修了認定者の発表は昭和

62年3月上旬の予定です。林業技士養成事務局

1987年版林業手帳
ポケッI､版・鉛繁付

新たな1年を記す，林業人必挑の『林業手帳』一最新

の林業統計，各種技術資料，林業関係補助・助成一覧，官

公庁所在地，林業試験・研究機関所在地，都道府県林業関

係部課一覧等75項目を巻末70余頁に収録。

※会員の皆様には無償で配布。一般頒価500円（送料
実費，10冊からは送料は無料）

林業ノート1987年版

民有林向・国有林向資料別

A5判･140ページ定価280円（〒実費）

（10冊からは送料は無料）

発行（社)日本林業技術協会

林業技術No.5361986.1]
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＝

＝

第33回林業技術賞についての予告昌
翌

:‐繍蝋撫繍總灘奎繍熱簔繍噌慨嘆
言贈呈し表彰しておりますが,各支部におかれます。言
言しては本年度の受賞候補者のご推せんを昭和本賞は，その結果を毎年5月に開催される総言
豐62年3月末日までにお願いいたします。会の席上発表し'表彰を行います。三
豐なお『林業技術賞』は，その技術が多分に実※従来の林業技術奨励賞は林業技術賞に統昌

景施に応朋され,また広く普及され,あるいは多合されました。胃
第33回林業技術コンテストについての予告言

＝

画
三

重本会は，わが国林業の第一線で実行または指（'）担当区主任，事業所主任またはこれに準亘
言導に従事して活躍している林業技術者が，それずる現場関係職員言
扇ぞれの職域において，林業技術の業務推進のた（2）林業改良指導員(AG)あるいは，都道言
言め努力し，その結果得た研究の成果や貴重な体府県有林機関の現場主任またはこれに準ず言
言験等について具体的にその事例や成果を発表する現場関係職員言
三るために，『林業技術コンテスト』を開催して（3）森林組合その他団体,会社等の事業現場言
皇おります。そして審査の結果林業技術向上のたで働く林業技術員＝
昌めに効果があり，成績が優秀と認められた方を本年度は，昭和62年4月末日までに各支部豊
豐毎年総会の席上表彰しております。より，ご推せん方お願いいたします。ロ
ミ参加資格者は次の各号の一に該当する会員で〔コンテストは昭和62年5月下旬の予定〕皇
画 す。■

三＝
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端;篭.の．うごき
『

◎常務理事会

昭和61年度第2回常務理事会を
つぎのとおり開催した。

日時：昭和61年10月24日

場所：本会5階会議室
議案：昭和61年度会務運営に

ついて

猪野理事長より詳細説明
出席者：猪野，長谷川，湯本，佐
藤，尼崎，江藤，栗原，滑川，人

見，松田，吉田，村松，（監事）
光本，（顧問)松井，坂口，福森，
小畠，（参与)林産課長代理，計画
課長，治山課長，林道課長，研究
普及郡長，経営企画課長計23名

◎業務研究発表会
林野庁業務研究発表会
日時：10/8

場所：農林水産省会議室

本部より長谷川専務理事，吉本
主任研究員が出席し，賞状賞品
を鮒呈した。

◎講師派遣

1.依頼先：林業識習所
内容：森林航測論
期日：10/24,11/7，15，26

識師：渡辺技術開発部長
2.依頼先：税務大学校
内容：空中写典判読

期日：10/17，18，20

誰師：若森技術|M1発部課長

3.依頼先：国際協力甑業団

国際協力総合研修所

内容：派巡前専門家等中期研修
講師：坂口顧問（10/20）
渡辺技術開発部長(10/27）

4.依頼先：森林開発公団
内容：空中写真活用による判読
技術

期日：10/28，29

講師：渡辺技術鮒発部長
川村航測部課長代理

5.依頼先：愛知県林業センター

内容：航空写真測瞳
期日：11/5～7

講師：潜森技術開発部課長
◎海外派遣
中国林業部の招1脚により，10月
8～23日まで松井顧問および中島
主任研究員を中国へ派遣した。
◎空中写真セミナー
第8回空中写真セミナーをつぎの
とおり実施した。

期日：10/13～17
場所：本会5階会議室
高尾国有林観地実習）

講師：渡辺林野庁計画課課長補

佐，渡辺技術開発部長
人貝：16名

◎台湾「木材産蛸制度および実務考
察団」来会
台湾「木材産鎗制度および実務考
察団」団長康世郷氏（行政院農業委

員会林業処技正）ほか3名が，9月
25日～10月8日まで来日され，主

に木材市場制座，丸太の森林レクリ
エーション等における利用方法につ
いて視察，懇談された。
、調査研究部関係業務
10月15日，本会会議室におい

て，森林計画制度推進総合調査の第
5回委員会を開催した。
◎調査部関係業務

10月30日，湯沢市いこいの村会

議室において，利雪型地域開発計画
調査の委員会を開催した。

昭和61年11月10日発行

林業技術

第536号

編集発行人猪野砿
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会

(〒102）東京都千代田区六番町7
電話03(261)5281(代)～7
FAXO3(261)5393
娠替東京3-60448番）
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鯵昨年発売以来,各方面で大好評ノ作業現場で,ご家庭で,ぜひお試し下さい。
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⑤超硬チップ採用で

耐久性バツグン

品高の研ぎ効果を発抑するチップ部分

には,超硬合金を擁用｡半永久的に使

え裳十のて;たいへん綾済的てす。

●手になじみやすく,衛生的
菜しいｵﾚﾝゾ色の本体はABS徹脂

臘製ですので,水分を含まず,虻も衛生的。
L

L木製同様のあたたかい握り感があり,手

●使用しない聯は必ず
キャップ番つけて〈だ苔ぃ。
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幻
図面絵写真､地図等のあらゆる面積を迅

速に､正確に読む，タマヤ鯏 "ｼグーﾗズ．

豊富な機能を備えたべｽﾄｾﾗー の高級ﾓデﾙブﾘﾝﾀ機構付の最新型多機能ﾓデﾙ面積･線長を同時測定するｴﾘｱﾗｲﾝﾒー ﾀ

側幻Ⅲア〃幻Ⅲ〃PMMXSO〃
<専剛プラスチック収納ケース､ACアダプター付)¥85,000(専剛ブﾗｽﾁｯｸ収納ケース､ACﾁﾔー ジﾔー ､附細3本付)¥98,500(導川ブﾗｽﾁｯｸ収鏑ケースーACアダプター付)¥135,000
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PLANIX7|の特徴

･ワンタッチ､0．セット機能による商い操＃牲

■メートル系Cm2､m2．km2､インチ系in2,ft2．acreの
蝦術な避択単位とバルスカウントモード

ロメモリー機榊による縮尺と恥位の保遡

alli位や縮尺のわずらわしい;I算は一切,f弾
■測定他オーバーフローも1:1tili位に“カシフト

ロより測定梢度を尚める『1勁算出の平均値ⅢI朧
■巣械MII定に便利なホールド機能

■珊想的なタッチ方式と摩耗に強い特殊俄分Tli

PLANIX7Pの特徴

■小型･尚性能プリンタ機幟が、大切なデータを
紀鍬・保作し、イニシャル許号の入Jによりデ
ータの幣理力呵能

ロドーナツIM脳測定が簡lliにifえるマイナスIIi樅
測定機能

■測定結災を川HII計算に移行できる唯'li機能

■ワンタッチ蝋0"セット機能

ロメー|､ル系Cm2､m2.､km2､インチ系in2,Il2､岬･＠
の蝋南な選択単位とパルスカウントモード

■il!位や鮪尺のわずらわしい計算は、・切不甥

■測定航オーバーフローも上位単位に”ルフト

ロより測定摘度を商める自動算出の平均値測定

■大きな側形の累積測定に便利なホールド機能

ﾛ械分‘ドのスリ･ソブを防ぐ、理想的なタッチ〃式

■l鼎粍によるエラーを防ぐ、特殊加工の俄分ili

■無入ﾉj状態5分で自動的に芯源の切れるパワー
セーブ機能
■肚界で股初のプラニメーター専用LSIを1M発し
たスタッフが実理したローコスト・ハイパフォ
ーマンス

PLANIX5000の特徴

ロー･l''1の測定で面積･隷憂をi耐1時測定

■理恕の人力機能：ポイントモード

ロどんなに複雑な図形でもポイントモード、スト
リームモードによI)、簡単撒作でⅡ繩測定

ロ微小捌形も11燕に測定する線分解能0.05Inmめ
尚性能小型エンコーダ

ロ測定結巣をIq則計算できる芯'別機能

■1M謝な選択単位：メートル系(mm､e､,､m,km)、
フィート系(in､1t､acre/y(1,mi）

ロリi位や縮尺の換算もコンピュータが自仙i噸

■設定された単位や縮尺はメモリー機能によりバ
ックアップ

■測定楕度をより高める平均値測定、大きな図形
の測定を可能にする累穣測定

■測定価オーバーフローも上位ﾘi位へ自動シフト

ロ柵度･酎久性に優れたダブルダイヤモンドリング
■省エネ設計のパワーセーブ機能とAC･DCの2t
源方式

■噸標･而被・線長のデータを外部出ﾉJするコネ
クター付

■AC|･DCの2遊猟とパワーセーブ機能
1
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